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昭和56年度 埋蔵文化財調査一覧表
番
号 遺  跡  名 所 在 地 調 査 原 因 調 査 主 体 調査面積 調 査 期 間 調査担 当者 調 査 内 容 備 考

1
西神ニュー タウン内
遺跡

垂水 区惟 谷町菅野
〃  〃 長 谷
〃 平野町堅 田

西神ニュー タウン
建設及び関連事業

神戸市教育委員会 950コ nぞ

56 6 22～ 10 16

57 1 29´-3.31

宮本 郁雄

西岡 巧 次

菅本 宏 明

第62号弥生時代後期住居址
古墳時代後期 (6C)溝

第30号古墳 (円墳、木惇ド、木棺 )、 第32号古墳
中央線中世火葬墓

第 15次

試掘

2 神 出 古 窯 址 群 垂水区神出町北、田井 回 場 整 備 2,5001alr
56 6 22^ヤ 9 6
56 10 28--12.25 丹 治 康 明

須恵器窯址  宮 ノ裏 支群 4基
釜 ノロ支群 7基

3 池 谷 迪還 跡 垂水区櫨谷町福谷 700mZ 56 6 29--9 31 西 岡 巧 次
古墳時代 (6C)住 居址
鎌倉時代 (13C)掘 立柱建物 3棟

4 西 戸 田 遺 跡 垂水 区平 野町西戸 田 6801nゼ 56 9 7´-10 27 丹治 康 明 平安時代 (12C)堀立柱建物 、土ナ広

5 」 寺 堪 跡 垂水 区伊 サ|1谷 町小寺 370mゼ 56 11 4--12 26 首本 宏明 7C掘 立柱建物

6 頭 高 山 遺 跡 垂水区伊 サII谷 町小寺
神戸研究学園都市
建設事業

450naZ 57 2 1´ -3 31 渡辺 仲 行
森 田  稔

弥上時代中期住居址 第 3次調査

7 池 上 北 遺 跡 垂水 区伊 川谷町上脇
神戸市池上北特定
土地区画整理事業

6901112
56 5 25´-7 31
56 10 12～ 10 15

口野 博 史 弥生時代後期住居址 試 掘

北 別 府 遺 跡 垂水 区伊 川谷町別府
神 戸市北別府特定
土地 区画整理事業

1,1001aaを 57 1 7´-2 28 丹治 康 明
平安時代 (10C)蔵 骨器、柱穴
弥生時代後期土城

櫨 谷 中学校 内遺 跡 垂水 区櫨 谷町 池谷
幅谷中学校内増改
築工事

130mZ 56 10 15´ -10 18
口 野

森 田

丹 1台

史
稔
明

博
　
康

中世 火葬墓、土城

居 住 迫返 跡 垂水区玉 津町小 山
西区総合庁舎建設
事業

900mゼ
56 4 6--4.9
56 5 2^-6 10 西 岡 巧 次

12～ 13C鎌倉時代柵列
弥生時代後期土城

11 居 住 。小 山 遺 跡 垂水 区玉 津町居住・小 山
居住・ 小 山住宅街
区整備事業

144nば 56 11 24-ヤ 12 2 千種   浩 鎌倉時代 溝

12 神 出 古 窯 址 群 垂水 区神 出町 23.000mゼ
57 2 18^-2 26
57_3 10--3 12 丹治 康 明 地磁 気探査

指導
。奈良国立文化財研究所
0兵庫県教育委員会

群

墳

墳

号

古

谷

子

秒

舞

西 垂水区舞子坂 2丁 目 宅 地 造 成 150111r 56 7 1--7.10 森 田  稔 石室掘形検 出 日召不日55¬三,支 評]ョ釜

群
群

墳
号

古
谷子帝

舞
西 150コば 56 7 10--7 17

群
群

墳
号

古
谷子帯

舞
西 200nギ 56 10 12´ -10_30 宮本 郁雄

渡辺 仲行
古墳 (6C)横 穴式布室

群
群

墳
号

古
谷子帝

舞
西 100naZ 56 11 2´―11 26

松 野 跡 長 田区松 野通 4丁 目
市首松 野住宅建 設
事業

3,750nlゼ

56 9 9´-9 16
56 10.14--57 1 18
57 2 3´-2 28

西 岡 巧 次
渡辺 仲行
日野 博 史
千種   浩

古墳 時代 後期 (6C)
掘 立柱建物 5棟
Im列 (2時期 )

溝  2条

キ旨導
●奈良国立文化財研究所

滝 ノ 奥 遺 跡 灘区高羽字滝 ノ奥
マ ンシ ョン建 設事
業

1,8001aaZ
56 4 25´-6 30
56 7 27-57.2 19 森 田  稔

平安 ～鎌倉時代 (10～ 13C)掘立柱建物、礎石建
物、基壇、経塚 (銅鏡、合子、独鈷杵、刀子 )

史 跡 処 女 塚 古 墳 東灘区御影塚町 2丁 目
文化財保 存修理事
業

600 1nZ 56 6 10^-57 3 31 千 種 浩 前方後方墳 葺石

郡 家 中 町 遺 跡 東灘区御影中町 マ ン シ ョン建 設 120m2 56 12.14´ -12 古墳時代祭祀跡、勾玉、臼玉、須恵器、土師器 不時発見

北神 ニ ュー タウン内
遺跡

北 区長尾町宅 原
〃 道場町 日下部

北神戸第 1地区建
設事業

2,0001alZ
56 4 1 ～ 10 26
57 1 6--1 22

宮本 郁雄
吉本  宏 明

第 10号 一字一石経塚
第 36、 46号 近世墓
第 13、  35号  石室不多築

第 3次
指導
。奈良国立文化財研究所

生 野 遺 跡 北 区道場 町上野 国 場 整 備 340mゼ 56 8 3^-57 3 31 国野 博 史
平安 ～鎌倉時代 (12～ 13C)
掘立柱建物 3棟 、溝  1条

塩  田  遺  跡 北 区道場 町塩 田 200rnt 56 12 15-‐ 57 1_8 渡辺 伸行 平安時代～鎌倉時代 (12～ 13C)

今 津 爆 跡 垂水区玉津町今津 宅 地 造 成 324mZ 56 4 1^ャ 4 8 菅本 宏 明 弥生 時代 中期住居址 、土砿 日召不日55寄ユ度継続

福 住 遺 跡 垂水 区押部 谷町福住 圃 場 整 備 180nl 57 2 1-3.31 口野 博 史
千種   浩

遺構なし

吉 田 南 遺 跡 垂水区森友 1丁 目
玉津環境 セ ンター
建設事業

吉 田片 山遺跡調査 団 56 4 1～ 11_19 遺物整理 日召不日50～ 55寄i発掘調査

なお 、調査 内容 の Illで は世 紀 を Cと 略称
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神戸市は、「福祉都市づ くり」、「文化環境都市づ くり」、「国際港湾

・産業都市づ くり」を 3本柱 として市政を推し進め、活力のある、

魅力あふれる街づ くりの実現に務めています。

特に昭和56年度は、新 しい海の文化都市の創造をメイン・テーマ

にしたポー トピア'81が開催され、半年間の会期中に16,102,752人 の

人々が会場を訪れ、成功裏に幕を閉じました。

このような華かな催 し物が行われる中で、昭和56年度も開発 と文

化財保護の調和を目的として24件の文化財調査が実施されました。

今回、ここに「昭和56年度神戸市埋蔵文化財年報」 として事業の

概要を刊行できることを大いなる喜びとするものであります。調査

に際し、協力を賜わった関係各位に深謝するとともに、本書が活用

されますことを切望いたします。

昭和58年 9月

神戸市教育長 山 本 治 郎
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例

1.本書は、神戸市教育委員会が昭和56年度に実施 した埋蔵文化財関係事業の概要で

ある。

2.事業に関わる発掘調査は、神戸市文化財専門委員の指導のもとに、神戸市教育委

員会が実施 した。調査組織は、以下のとお りである。

調査関係者組織表

神戸市文化財専 門委員
(埋蔵文化財部会委員)

〃

〃

事 務 局  教育長

社会教育部長

文化課長

埋蔵文化財係長

事務担当学芸員

〃

調査担当

埋蔵文化財係長

学 芸 員

〃

神戸大学名誉教授

京都大学名誉教授

神戸新聞社編集局長

〃

′ア

ア′

〃

ア′

3.発掘調査では、以下の方々の御指導 と御教示を得た (敬称略 )。 記して謝意を表す
る。奈良国立文化財研究所平城宮跡発堀調査部長 岡田英夫 同遺構調査室長 宮
本長二郎、奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター保存科学処理室長 沢田正昭、
同研究指導部主任研究官 西村 康。

4.本書に掲載 した遺跡の所在地、調査内容、調査担当者は、一覧表に記した。
5。 本書に掲載 した位置図は、国土地理院発行の1/25000地 形図のうち「神戸首部」、
「神戸南部」、「西宮」、「須磨」、「前開」、「東二見」、「明石」、「三木」、「三田」、「武田
尾」の一部を使用 した。

6。 本書に掲載 した図版のうち、口絵写真は徳永囲治が撮影 し、本文写真は各調査担
当者が撮影 した。

7.本書は、一覧表に示 した各調査担当者が執筆 し、校正 を奥田哲通、渡辺仲行、編
集を渡辺伸行が担当して作成した。なお原稿の浄書には、大森敦子、図面の トレー
スには和日早芳子の協力を得た。
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1.緊急発掘

調査

2.古墳の移

築保存

3.史跡処女

塚古墳環境

整備

4.現地説明

会の開催

I.昭 和 56年度事業概要

ここに報告するのは、神戸市教育委員会が昭和56年度に実施 した埋蔵文化財

関係事業の概要である。

神戸市は、阪神間にあって温暖で風光明眉な自然環境の下にあり、居住環境

として適しているため、公共・民間を問わず開発事業が活発で、そのために破

壊の危険にさらされる埋蔵文化財も多い。昭和56年度、神戸市では 500∬ 以上

の開発行為について事前春査願の提出が 189件 あ り、そのうち緊急発掘調査を

要したもの24件 、試掘、立会調査を要 したもの24件 であった。緊急発掘調査箇

所24遺跡のうち、その殆どが新市街地の北区、垂水区内の遺跡であり、神戸市

内での大規模な開発がこの地域に集中していることを物語っているが、近年、

旧市街地内からも再開発にともなって遺跡の発見があいつぎ注目を集めている。

中央区楠荒田町遺跡 (弥生)や東灘区郡家遺跡 (弥生～鎌倉)な どはその代表

例であるが、今年度調査 した長田区松野遺跡や灘区滝ノ奥遺跡もその一つであ

る。なお、今年度緊急発掘調査を実施 した各遺跡の概要は、後に記すとおりで

ある。

神戸市北区の北神ニュータウン内に存在する2基の古墳 (第 13地点遺跡、第

35地点遺跡)の移築保存事業を住宅都市整備公団と神戸市土木局の協力を得て

実施した。第13地点遺跡は竪穴式石室、第35地点遺跡は横穴式石室を埋葬施設

とする古墳である。前者は主体部を切 り取 り、後者は解体して移設した。将来、

ニュータウン内に新設される学校用地内に復元する予定である。

史跡処女塚古墳の環境整備は、国庫補助金を得て昭和54年度から実施 してい

る。これまで、主として周囲の石垣整備を行ってきており、今年度は前方部南

東隅の石垣整備 と防護柵 を設置した。整備範囲は13.5mである (fig.1参照 )。

石垣は、径25cm程度の御影石の玉石を使用して、0.3の 法勾配で 2mの高さま

で整備 した。防護柵は、錆止めを施 した中空の角パイプを用いて石垣の上部に

設置した。柵の高さは 13mである。石垣の墳丘内部は、石垣の高さまで盛土を

施した。

神戸市では、埋蔵文化財への理解 と関心を深めてもらうために、例年、一般

市民を対象に遺跡の現地説明会を開催しているが、今年度は下記の 8ケ所につ

いて実施した。

番号 連退 跡 名 説明年月日 説 明 者 見学者数

1 池上北遺跡 昭和56年 7月 19日 口野 博 史 30名

2 北神ニュータウン内遺跡 昭和56年 7月 19日 宮本 郁雄 80名
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3 処女塚古墳 昭和56年 8月 9日 千種  浩 250名

4 神出古窯址群 宮ノ裏支群 日召不日56¬三8月 30日 丹 治 康 明 150名

5 舞子古墳群西石ケ谷3、 6号墳 昭和56年 12月 6日 渡 辺 イ申行 280名

神出古窯址群 釜 ノロ支群 日召不日56年 12月 13日 丹 治 康 明 70名

松野遺跡 日召不日56年 12月 20日 西 岡 巧 次 150名

滝ノ奥遺跡 日召不日57年 1月 24日 森 田  稔 280名

5。 大歳山遺  文化財保護週間にちなんで、11月 1日 ～11月 7日 まで垂水区西舞子 4丁 目に

冴医罷

住居

夕畳奎詈票景舞宅許

生時代復元住居を一般公開した。公開期間中にのべ 750名

o.五色塚古  五色塚古墳は年間を通じて無料公開を実施しているが、今年度はポー トピア
墳の公開 博覧会が開催され、大型バスの駐車場が新たに設けられたこともあって見学者

数は増え、団体で16,166名 、個人35,226名  合計51,392名 を数えた。前年比

9,645名 の増加である。

fig.1 史跡処女塚古墳

環境整備実施図

年度 整備箇所

整備箇所

整備箇所

年度

年度

圃
卵剛
恥饉
嚇
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1第31-3号墳

2第 32-1、 2号墳

3第 30-1号墳

4第 62地点 A遺跡

5第 62地 点 B追跡

6第 63地点遺跡

7中央線内長谷遺跡

Ⅱ。 昭和 56年度の発掘調査

1.西神 ニュー タウン内遺跡

昭和56年度の西神ニュータウン及び関連事業区域内の発掘調査は、次の 8ケ

所について実施した。第62地点 A、 第62地点 B、 第63地点、第30-1号墳、第

31-3号墳、第32-1号墳、第32-2号墳、西神中央線長谷地区の 8ケ所であ

る。

fig。 2 西神ニュー タウン内遺跡位置図
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2.

第62地点 A遺跡

調査経過 第62地点は神戸市垂水区櫨谷町菅野にあ り、県道小部 。明石線 と櫨谷川がほ

ぼ平行に走 り、その西側の平地が一部入 り込んだ最奥部に位置 している。遺跡

の海抜は37m前後で、櫨谷川に注 ぎ込んでいる菅野谷川がす ぐ横を流れている。

今回の調査は、菅野谷川の河川改修に伴うものである。

調査概要 発掘調査は、当初の分布調査で須恵器を採集した地点を中心に、 2m× 2m
の坪掘 りを実施 し、遺跡の範囲確認を行った。坪掘 9調査では、第 3グ リッド

と第 7グ リッドから遺物包含層を検出したため、この 2個所のグリッドを中心

に トレンチを設定 した。

トレンチは南北 10m、 東西15mの範囲で掘削 した。その結果、第 3グ リッド、

第 7グ リッ ドを中心 とした周辺 より、12～ 13世紀の土師器片 (羽 釜)や須恵器

片 (不 )が出土 したが、遺構は検出されなかった。また、 トレンチの北端で一

段高 くなった堅いベース面を検出したため、 トレンチを北側に10m拡張 し調査

した結果、土拡 2基 を検出した。土拡 1は 直径60cm、 深さ35cmで、焼土 を含ん

だ黄褐色粘質土中か ら須恵器の大甕が、口縁 をやや斜め下に した状態で出土 し

た。甕は土拡内で害1れ たと思われるが、底部がな く底部 を打ち欠いて埋めた可

能性が高い。土転 2は 、直径50Cm、 深さ27cmの 円形土砿である。土拡内は、土

転 1と 同 じく焼土を含んだ黄褐色粘質土 と灰褐色粘質土が詰 まってお り、拳大

の石 と須恵器片が入っていた。また、土城の周辺 より柱穴 を検出した。

Fig。 3 第62地点A遺跡遠景
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fig.4 遺構全体図

0◎
cЮ

o

O

9                     骨M

この中世遺構面の下から、古墳時代 と弥生時代の遺構面を同一面で検出した。

弥生時代の遺構面は古墳時代に削平されたらしく、住居址の周壁濤のみが検出

された。

住居址の大きさは南北 8m、 東西7.5m、 周壁濤の幅約40cm、 深さ20cmと 大形

である。この住居址の内側でさらに 1条の濤が検出され、建て替えが行われた

と考えられる。住居址に伴 う柱穴は確認できなかった。この住居上の周壁濤中

より、弥生時代中期の器台と祗石が出土した。
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fig. 5 古墳時代溝、

弥生時代住

居址

(司 ヒから)

6 弥生時代住

居l■全景

(司 ヒから)

7 古墳時代溝

(南から)



溝  また、住居址 を切 って、ほぼ東西に走る濤跡 を検出した。濤の規模は幅 lm、

深さ約60cmで、長さは16m以上 を測る。濤の勾配は東か ら西にやや深 くなって

いるが、西側は山裾がせ まっているため、全体 としては東に流れる構造だった

と推定 される。濤の上面か ら6世紀中葉の須恵器、土師器が 多量に出土 したが、

濤底か らの出土遺物は皆無であった。おそらく、濤の廃絶時期に廃棄 したもの

と思われる。濤は、弥生時代の住居が廃止された後、古墳時代中期 までの間に

使用 されたもの と考 えられる。この濤の両側に各 1列 20cm前 後の柱掘形が50Cm

～ lmの 間隔で並んでお り、おそらく、濤に沿って柵をめ ぐらしていたもの と

推定 される。

今回掘削 した トレンチの西側では整地面があ り、下か ら弥生時代の遺物が出

土するため、弥生時代には西側が低 くなっていた=も のを古墳時代 に盛上 し、濤

を造ったと考えられる。

Fig。 8 第62地点、第63地点調査区設定図       fig。 9第62地点A遺朋甲世主堀還物出工択侃

第63地点

第63地点は、62地点の北約 200mに 位置 し、現在は竹薮になっている小さな

谷筋である。分布調査では、サ ヌカイ ト片が採集されている。

谷筋に沿って上下 2段の耕作面跡があ り、上段には 2m× lo mの トレンチ 2

か所、下段面には 2m× 2mの グリッド2か 所を設定 し、掘削 したが、いずれ

４
．一．一″
　み

カ

fig。 9第62地点A遺跡中世土鉱遺物出土状況
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も、後世に谷筋を埋めて耕作したらしく、 lm前後掘削しても盛土であった。

その上、イ勇水のため掘削不可能となり、調査を打ち切った。

第62地点 B遺跡

1.は じめに 第62地フミB遺跡は、菅野谷川の左岸、62地点A遺跡の北東50mの 河岸段丘上

にある。用水路予定地 (幅 12m、 長さ75m)の うち、北側に幅 3mの トレンチ

を設定して、遺跡確認調査を行った。

現地表からの層序は、地表下40cmま で耕土と床土で、その下が灰色砂質土層・

責褐色粘質土層 (地 山)と なっている。灰色砂質土層中からは、古墳時代須恵

器、鎌倉時代の土師器、須恵器が出土した。

2.検出遺構 遺構はすべて、責褐色粘質上の地山から検出Sれた。

検出した遺構は、古墳時代竪穴住居址 1、 濤 1、 鎌倉時代土転 1、 自然河道

2、 ピット約80か所である。ピットの中には、掘立柱建物の柱掘形 と考えられ

るものもあるが、建物としてのまとまりを確認することはできなかった。

竪穴住居址  竪穴住居址は、 1辺4.8m、 深さ約25cmの 方形竪穴に柱間寸法2.5m等間隔の支

柱をもっている。壁濤は東辺・南辺で幅20cm、 深さ 5 Cm前 後で掘られていた。

北辺では、壁濤はなく、30cm間 隔で小ピットが 5か所存在した。遺物は埋土内

から須恵器 lTh身 が 2点出土している。

古墳時代溝  濤は、幅70cm、 深さ30cmの U字濤である。遺物は、埋土内から須恵器提瓶が

出土している。

中世土lFA  中世土転は、長径80cm、 短径50cmの 楕円形土転で土拡内より、須恵器甕、坑、

土師器羽釜、小皿が出土している。

fig。 10 竪穴住居址、

古墳時代濤

|《

が

|ヽ
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ド ド端

fig。 12 中世土拡遺物出土状況

3。 まとめ  以上のように、62地点 B遺跡においては古墳時代・中世の遺構を検出した。

したがって、用水路敷全域に本格的な調査が必要である。

1.

第30-1号墳・ 第31-3号墳 。第32-1・ 2号墳

は じめに 第30-1号墳、第31-3号墳、第32-1。 2号墳の調査は、昭和45年度に実

施 していたが、当時は保存の可否について未定であったため、その調査は古墳

の埋葬主体部 を中心 としたものに とどめていた。

今回、これら古墳の存在する尾根一帯が造成されることにな り、前回未調査

である主体部掘形、墳丘 を中心に、再度調査 を実施することになった。

調査概要 第30-1号墳

東か ら西にのびる標高約 110mの尾根上に位置する。墳丘は、南西部が崩れ、

約%が失われている。前回調査の結果、古墳は径16m、 高2.2mの 円墳で、主体

部は墳丘のほぼ中央にある割竹形木棺で、既存する規模は、棺部で長1.3m、 幅

0.4m、 掘形規模長2,7m、 幅1.9mである。主体部については、「二重の掘形を

掘って行われてお り、下部は地山をIFLり 込んでいる。短軸方向の断面では、地

山は両端が少 し落ち込み、濤状になってお り、その埋土には礫が混入して、排

水濤ではないか と推定」 して いる。また、前回の調査では、二重の掘形の内

側掘形の埋上 を取 り除 き【粘土床 と棺狽」の粘土をしいた上に形成された礫床 を

検出し、南北の両棺側の礫床上か ら、鉄剣 と束ねられた鉄鏃が出上 した。

今回の調査は、未調査である主体部掘形を中心に行 った。棺部にあたる土広

底は一段掘 り込んであ り、二段掘 りの土砿 となっている。また粘土床は、 内側

掘形内に敷かれ、掘形全面には及んでいなかった。礫は、棺側部 と棺底部にあ

2.
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たる一段低 く掘 り込んだ土拡の肩部の粘土内にも落ち込んだ状況で検出された。

このことから、粘土床を築き、棺を置いたのち、礫を棺側に詰めたと推定され

る。朱は、粘土床全面にみられ、粘土内にも2～ 4 cmの厚さで浸み込んでいた。

木柳様痕跡  外形の掘形埋土は、灰 白色 と黄褐色

が混 じった粘土で、この埋土 を除 き、

掘形全体 を検出した結果、粘土床 との

境に、幅 6～ 7 cm・ 深 さ0。 5cm程度の濤

が検出された。この濤は、H状 を呈 し

てお り、木彬[様の板材の痕跡であると

推定される。埋土は灰 白色粘質上で、

fig。  15

第30-1号墳

墳丘測量図

底面付近は灰 白色の細砂質土であった。 fig。 14 木椰様痕跡

また、小 日部のほぼ中央に円形のピットが検出された。前回調査の断面観察で

排水濤 と推定 していたものも、円形のピットであることが明 らか となった。こ

のピットは、木椰様の痕跡 と組み合わせ る際に柱状の もので補強 したのではな

いか と思われる。

以上の調査結果か ら、主体部の構築法を推定すると、二段掘 りの土拡 をつ く

り、木棺 を囲む ように板材で組合せ式の木椰様のものをつ くり、外形を埋め、

その後、粘土床 をつ くり木棺 を納め、棺側に円礫 を敷いて、副葬品を埋納 した

と考えられる。

― - 11 -―



Fig。 16 第30-1号墳
遠景 (南から)

fig.17 第30-1号墳

主体部 (今回調査前 )

Fig.18 第30-1号墳

主体部 (調査後 )



fig。  19 第30-1号墳

主体部掘形実

測図

第31-3号墳

第30-1号墳から西へ延びた尾根が、北と南西の二方向に別れるあたりの北

側尾根西側の斜面に位置し、標高は約90mでぁる。

前回調査の結果は、「主体部は流失してしまったようで検出されなかったが、

周濤らしきものが墳丘の北東および南西部において検出された。周濤付近の流

土から多数の須恵器片が出土 し」墳丘の東部で、径約80Cmの不整円形の近世
註

墓拡が検出された。墳丘、遺構については、不明な点が多く、前回調査では、

明らかにされていなかった。

前回調査 を行 った部分では、その後の上の流

失が著 しく、今 回の調査で新たな知見は得 られ

なかった。東側拡張部では、著 しい地形の傾斜

変換が見 られ、墳丘裾 と思える範囲が露われ、

尾根 を切 り、墳丘裾 を造 り出していることが明

らか となった。尾根 を切 って墳丘裾 を造 り出し

左 ユ __Jゝ

5CM

た部分は周濤状を呈 している。

流土中より、須恵器片とサヌ

fig。

カイト片が出土した。

―- 13 -―
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fig. 21 第31-3号
墳全景

第32-1・ 2号墳

標高約 100mの尾根頂部に位置 している。

前回の調査では、「両地点ともほとんど墳形をうかがい知ることができない

ほどに墳丘は流失しており、わずかに這物の散布状態から古墳と認めることが

でき」、1号墳の平坦面で主体部の痕跡らしき浅い長方形の落込みが検出された。
註

また 2号墳では、遺構 らしきものは検出されなかった。

今回の調査結果で、 1号墳については何 ら墳形、規模 、その他の遺構は検出

されなかったが、 2号墳は径約10mの円墳であることが明らか となった。 2号

墳は、墳頂部か ら西半部にかけて大 きく流出してお り、すでに地山が現われ、

遺構は検出されなかったが、前回未調査の南東部で、周濤状の落込みが検出さ

れた。

周濤は、尾根が続 く南側 を切 って墳丘を造 り出すために設けられたと考えら

れ、この埋土より須恵器の有蓋高不の蓋 1、 身 4個体、壺 1が出土 した。

墳丘規模は、径10m、現存高0.7mで あった。周濤埋土 より出上 した須恵器 よ

り、古墳の造営 された時期は 5世紀末 と考えられる。

註 神戸市教育委員会『西神ニュータウン内の遺跡 中間報告 I』 1972.11
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第32-2号墳地形測量図

10α 2s

1～ 5環 32-2号 墳

.μ≠
=fttxf″

▼ ≡ ノ

羽 ＼

1

＼
章

一

//1 へ
一

5

Fig.23 出土遺物実測図
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2.

西神中央線内長合遺跡

はじめに 神戸市垂水区櫨谷町長谷周辺は昭和54年度神戸市池谷 。福谷土地改良事業に

伴 う埋蔵文化財調査によって、鎌倉時代後期の遺跡が存在する地域 として確認

されたところである。

昭和54年度の調査では、西神中央線路線敷の北東方で中世火葬墓 2基 を検出

した。また、その周辺に設定した試掘成では須恵器鉢の口縁部片、土師器羽釜

片が出土しており、付近には中世火葬墓群が存在すると考えられた。また、南

東方の丘陵尾根端に光松古墳が存在していたが、戦前、村立病院建設に伴って

破壊された。その際、銅銃が出土したといわれている。

以上のように、西神中央線長谷地区付近には埋蔵文化財の存在が確認されて

おり、西神中央線建設予定地にも遺跡の存在が考えられた。そのため、遺跡確

認調査を実施することにした。

調査概要 調査地は櫨谷川によって形成された平野を西神中央線が横切る幅40m、 長さ

約400mの路線敷の部分である。

路線敷の中央ライン上に任意の試掘拡を設定して調査を行った。設定した試

掘拡 (以下■ Pと 略称)は 県道小部明石線より北に 3か所、南に 8か所、合計

11か所である。

二 Pl 土層の層序は、地表下75Cmで 中世土器片を含む遺物包含層、その下が

黄褐色粘質上の地山となっている。遺物包含層は厚さ50～ 70Cmあ り、暗褐色砂

礫層と茶褐色粘性砂質上の二層に分かれる。遺物包含層は段丘傾斜面に沿って

北に厚 く堆積していた。また、地山を掘 り込んでピットが 4か所検出された。

出土遺物は遺物包含層やピット内から、須恵器甕・片日鉢・土師器羽釜・小皿

などが出上した。

二P2 地表下50Cmで遺物包含層 (厚 さ150m前 後)と なり、その下は責褐色粘

質上の地山となる。この地山を切 り込んで、遺構が検出された。遺構は長さ2.9

ラ

万 三 Ξ ≡ 三 冨 :≡

]三

三 下 三 三 〒 三

1〔

t、
1

fig。 24 T,Pl出土遺物
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m、 幅1.6m、 深さ10～ 15Cmの長方形土拡である。長方形土拡の埋土は黒灰色

土で底は赤 く焼けている。土拡の北側の小日には50Cm外側に張 り出した部分が

あり、一段深 く掘 り込まれている。張り出し部は長径90Cm、 短径70Cmのナスビ

形を呈する。張り出し部には灰層のみが堆積 していた。土拡底には張 り出し部

に近接して深さ 6 Cm、 直径20Cmの ピットが検出された。

二P3 地表下60Cmで黄褐色粘質上の地山となり、地山が北に傾斜している。

表土層や床土層で遺物が採集されたが、地山面で遺構は発見されなかった。

二P4 地表下50Cmで暗褐色粘性砂質土の遺物包含層となり、須恵器、土師器

の細片が出土している。遺物包含層の下は黄褐色粘質上の地山となる。地山を

掘 り込んで深さ10cmの 黒灰色土を埋土とする落ち込みが試掘拡の南辺で検出さ

れた。

二P5 地表下40Cmで暗褐色粘性砂質上の遺物包含層 (厚 さ10Cm)がみられ、

その下層は黄褐色粘質上の地山となる。地山面からは遺構を発見することがで

きなかった。

二P6 表上下20Cmで黄褐色粘質土の地山となり、遺構・遺物は発見されなか

った。

二P7 地表下60Cmで暗褐色粘質土 (厚 さ20Cm)の 遺物包含層がみられ、遺物

包含層からは須恵器、土師器の細片が出土している。その下層は黄褐色粘質土

の地山となる。地山面からは遺構を発見することができなかった。

二 P8 地表下50Cmで暗褐色粘性砂質土 (厚 さ 5 Cm)の 遺物包含層がみられ、

その下層は責褐色粘質土の地山となっている。試掘拡の北東隅で不定形の土拡

を検出した。土拡内からは遺物の出土はない。

二P9 地表下60Cmで暗褐色粘性砂質土 (厚 さ 5 Cm)の 遺物包含層 (土器細片

を含む)があり、その下層は責褐色粘質土の地山面である。地山面からは遺構

を発見することはできなかった。

二 P10 地表下40Cmで褐色砂礫層となり、遺構 。遺物は発見されなかった。

二 Pll 地表下60Cmで責褐色粘質上の地山となる。表土層、床土層からは遺物

が出土するものの、■ Pllか らは遺構を発見できなかった。地山直上からサヌ

カイ ト・フレークが出土している。

3。 まとめ  以上のように■ Pl・ 2。 4。 8で遺物を発見し、遺構を検出した。また、

■ P3・ 5。 7。 9。 11で遺物を発見した。特に■ P2の試掘拡では昭和54年

度の調査で検出された中世火葬墓 と同様のものを検出した。西神中央線路線敷

においても鎌倉時代後期の中世墓地がひろがっているものと考えられる。
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2.神 出古窯址群

1.調査経過 神出町北・田井地区の土地改良事業

は、昭和55年度から開始された。今年

度の工事範囲内では神出町北で宮ノ裏

地区、神出町田井で釜ノロ地区の田圃

で多量の遺物が採集された。

そのため、遺跡の存在を確認する試

掘調査を実施 したところ、灰層が確認

された。神出地域は須恵器を焼いた窯

址が存在するところとして知られてお

り、灰層の発見は、その周辺に窯l■が

存在していることを示唆している。

今年度の調査は窯体の検出と灰原の

範囲を確認し、窯址の実体を明確にし

て保存に必要な資料を得ることを目的

とした。
′υ,ノ 型 423

富  池

|:itooo

fig。 25 位置図 1.宮 ノ裏支群

2.釜 ノロ支群

.105 ao
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fig.26 宮ノ裏支群調査区全体図
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宮ノ裏支群全景 (北から)

fig。 29 宮ノ裏支群 4号窯 (グルマ窯)

2.調査概要 (1).宮 ノ裏地区

L L105 70

0               1M

fig.30 宮 ノ裏支群 4号窯実測図

遺 構  調査は灰層が広がる約 900m2の 範囲で実施した。灰層の厚さは地区により異

なるが30cm程度、最 も厚いところで70cmである。調査地付近は開墾時に削平さ

れたため地形が平坦になってお り、窯体の多くは破壊を受けているものと予想

された。ところが、調査の結果、現地形の大半が盛土により形成されていたこ

とと、窯体の傾斜が緩やかであったため、焼成部の一部 と煙出しは失なわれて

いるものの、残存状況は比較的良好であった。

今回検出した窯体は、客窯 3基 と「グルマ窯」と呼ばれる小型の窯 1基であ

る。各窯体の大きさは、以下のとおりである。

窯番号 現存長 最大幅 現存高 焚口方向
上
寸 期

1号窯 5 2m 18m 0.4m 東 12C中 ～12C後

2号窯 4.7m 1,7m 0.4m 東 ′′

3号窯 1.5m 1.5m 02m 南東 12C末 ～13C初頭

4号窯 08m 0.5m 02m 〃

宮ノ裏支群 1号窯 (北から)

―- 19 -―



遺  物

遺 構

L L105 50

③ド

0             2M

fig。 31 宮ノ裏支群 1号窯実測図

遺物は灰原 。窯体内より、整理用コンテナ (28之 )に 850箱以上も出土した。

出土遺物は、捏鉢・婉・皿などの須恵器 と瓦で甕 。壷は、ほとんどみられない。

この内、大部分は捏鉢で坑・皿は比較的少量である。

瓦は軒平瓦・軒丸瓦・丸瓦・平瓦で道具瓦はみられない。瓦当文様は、軒九

瓦は巴・蓮華文、軒平瓦は連巴・唐草文などで平安後期の特徴をもつものであ

る。

(動.釜 ノロ地区

A・ B両地点で合計 7基の窯体 とそれに伴う灰原を検出した。B地点の 6基

の窯体は標高104～ 105mの緩斜面に焚口を北に向け〔谷と直交して構築されて

いた。 2・ 3号窯は、窯体の両側に排水溝を付設し、 2号窯には燃焼部 と焼成

部の間に大きな段を設けている。 4・ 6・ 7号窯は大部分が削平され、燃焼部

の床面が残る程度であった。

各窯体の現存する大きさは以下のとおりである。

窯番号 現存員 最大幅 現存高 出 土 遺 物 時 期

1号窯 7.2m 1.Om 0.4m 鉢 ・ 瓦 12世紀末

2号窯 2.9m 1.6m 0.4m 鉢・坑・瓦

3号窯 4,Om 1.6m 0.6m 鉢・坑・瓦

4号窯 1.4m 0.8m 0,lm 鉢・筑・瓦 〃

5号窯 4.2m 2.6m 0,9m 甕・坑 。鉢・皿・瓦 11世紀末

6号窯 2.9m 1.6m 0.4m 鉢・坑・瓦 12世紀末

7号窯 1.7m 1.6m 0.2m 鉢・坑・瓦 〃

―- 20 -―
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fig。 32 釜ノロ支群調査区設定図

fig。 33 釜ノロ支群全景 (東から)

fig。 35 釜ノロ支群 3号窯 (北から)

釜ノロ支群 6号窯 (北から)

fig.36 釜ノロ支群 5号窯 (北から)
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fig。 38 釜ノロ 5号窯実測図

遺 物  窯体、灰原より出土 した土器・瓦の量は整理用 コンテナ (28宅 )で 850箱 を

超える。この内大部分は灰原か ら出土 したもので占め られているが、 2～ 7号

の各窯体内か らも相当量の遺物が出土 した。 2～ 4・ 6・ 7号窯では、捏鉢 を

主 として婉・瓦 。皿などの器種 を焼成 していたと考えられる。

しか し、他の窯 と時期 を異にする 5号窯

では筑 、甕 を主体 として瓦などを焼成 した

他、少量であるが壺・皿・捏鉢などの器種

も焼いたもの と考えられる。

また、 3号窯休内ょり鬼瓦が出土 してい
|

るほか、瓦は 2号窯・6号窯の灰原より多数 |

出土 している。 2号窯灰原より出土 した瓦

当は、忍冬唐草文軒丸瓦、連巴文軒平瓦、

宝相華唐草文軒平瓦などがある。

6号窯灰原より出土する瓦当には 2号窯 fig。 39釜 ノロ3号窯出土鬼瓦

灰原で出土した忍冬唐草文軒丸瓦と同文異竜の軒丸瓦が出土するほか、巴文・蓮

華文を持つ軒丸瓦が出上している。また、軒平瓦では、偏行唐草文が変形して、

幾何文へ と移行する過渡的な文様が出土している。

―- 23 -―



3。 まとめ  窯址は害窯 (宮 ノ裏 1～ 3号・釜ノロ 2～ 6号 )と グルマ窯 (宮 ノ裏 4号 )

の 2種がある。害窯の床面傾斜角度は時期の異なる釜ノロ5号窯 (1l C末 、傾

斜角度20° )を 除いて大部分が10° 未満である。どの窯址 とも2～ 3回の修復が認

められ、焚口付近での窯体の延長を伴っている。

また、宮ノ裏 1・ 2号窯では、窯体を築 く際、周辺部から土を取 り、盛土を

して築山状にした部分を穿って、窯体を構築している。釜ノロ 2・ 3。 6号窯

でも同様の方法によって作られた可能性が高い。

支群の構成 今回調査 した宮ノ裏支群は 4基、釜ノロ支群は 7基で支群を形成している。

釜ノロ支群では、他に灰原と思われるものが存在していることから、新田開発

時に消滅したものと考えられる。

このように各支群は 4～ 10基程度の窯を築窯して、操業していたものと思わ

れる。老ノロ・茶山・拍子ケ池の各支群は神出古窯址群 と総称されこれまでか

なり広範な地域を対象として呼ばれてきた。この場合、宮ノ裏・釜ノ回の両地

区はこれらの支群内の小支群 (単位)と 呼ぶべきであると考える。

遺 物 須恵器 各窯体の時期は、出土する遺物から判断して、H世紀後半と考えられ

る釜ノロ5号窯を除き、他の窯体は12世紀中葉～13世紀初頭のものと考えられ

る。釜ノロ5号窯では坑・甕を主体 として、瓦 。壺・皿 。捏鉢など多くの器種

を焼成している。

これに対 し、12世紀中頃～13世紀初頭 と考えられる他の窯では、捏鉢 。瓦を

主体 とし、わずかに婉などを焼成するのみで、甕・壺などはほとんど出土しな

い。こうした焼成器種の変化は古代末～中世の流通構造の変化 と密接に関連す

るものと考えられる。

瓦 大部分は未整理であるため詳細については、不明な点が多い。しかし、神

出古窯址群で焼かれた瓦が京都の各寺院で出土していることは従来より知られ

ているところである。

今回の宮ノ裏・釜ノロの両支群から出土し

た瓦はその主たる消費地が院政期の宮址や勅

願寺院であったと考えられる。宮ノ裏 。釜ノ

ロの両支群で出土した瓦当の同文関係の多く

が、尊勝寺をはじめとする六勝寺、法金剛院、

鳥羽離宮などに求められることも、これらの

傍証 となろう。

fig。 40 釜ノロ 2号窯灰原出土忍冬唐草文軒丸瓦
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fig。 41 宮ノ裏支群出土遺物
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fig.42 釜ノロ支群出土遺物
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fig.43 釜ノロ支群出土遺物
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tig。 44釜 ノロ支群出土遺物
遺物 出土地区一覧表

番号 出 土 地 区 番号 出 土 地 区 番号 出 土 地 区

1

2
3

4

5

6
7

8
9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

宮ノ裏  1-2号 窯灰原

〃      〃  〃   〃

〃      〃  〃   ′′

′′      ′′  ′′   〃

〃  3号 窯   〃

′′      ′′       〃

″  包合層

〃  1-2号 窯灰原

′′     〃  ″   ′′

〃  包合層

〃      〃

′′      ′ア

〃      〃

′′      ′′

〃  3号 窯灰原

′′      ′′   〃

〃  包合層

〃  3号 窯灰原

′′      ′′   ′′

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

釜ノロ 1号窯体内

′′      〃

〃      ′′

〃  2号 窯体内

〃  3号 窯体内

′′      ′′

〃      〃

′′      〃

′ア      ′′

〃      ″

〃  7号 窯体内

〃      〃

′′      ′ア

〃      〃

〃  5号 窯灰原

〃  2号 窯体内

〃      〃

′′      ′′

〃  6号 窯体内

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

釜ノロ 6号窯体内

〃  5号 窯灰原

′′      〃

〃      ′′

′′      〃

′ア      ′′

′′      〃

′′      〃

〃  2号 窯灰原

〃  6号 窯灰原

〃  包合層

′′      〃

′′      ′′

アア      ′′

〃  2号 窯灰原

〃  6号 窯灰原
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3.池 谷遺 跡

1.は じめ に 池谷遺跡は櫨谷川上流域の河岸段丘

上に立地 している。これまでの試掘調

査によって、遺跡の範囲は櫨谷町長谷

の北部か ら福谷の南部に及んでいるこ

とがわかっている。

昭和54年度の調査では櫨 谷川左岸櫨

谷町長谷の段丘上に中世火葬墓 を検出

した。昭和55年度の調査では櫨谷川左

岸櫨谷町池谷の段丘上か ら掘立柱建物

2棟を検出し、柱穴内より須恵器片口

鉢が出土 している。

以上のように、池谷遺跡は櫨谷川の比較的広い河岸段丘上に中世集落及び墓

域を形成していたと考えられる。

今回調査を行った地点は、櫨谷川右岸の櫨谷町福谷に所在する。昭和56年 7

月から試掘拡を12か 所設定して調査を行った。No12試掘拡から、遺物包含層 と

ピット1か所を確認した。No12試掘域の周辺は、山際から櫨谷川の堤防にむか

って南北幅約 100m前後の河岸段丘を形成している。東方約 l kmに は中世城郭

端谷城の枝城、城ケ谷砦 と伝えられるところが存在している。

Fig。 45 位置図
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fig  48

調査地全景

(東か ら)

2.調査概要 調査は東西56m、 南北14mの トレンチを設定して行った。土層の層序は耕作

土、床上、中世遺物包含層 (厚 さ18Cm、 床土下約30Cm)と なっている。この遺

物包含層を除 くと責褐色粘性砂質土の遺構面となる。さらに、責褐色粘性砂質

土 (厚 さ約10Cm)の下に暗褐色土 (厚 さ約12cm)の古墳時代の遺物包含層がひ

ろがっている。下層の遺物包含層の直下には、責褐色粘質土が存在し、この層

を切 り込んで古墳時代の遺構がみられる。

上層遺構   上層の遺構面で検出された遺構は東西溝 2条、南北溝 1条、建物 3棟 と多数

のピットである。

掘立柱建物 S B01 東西 2間 、南北 2間以上の南北棟の掘立柱建物である。柱間距離は桁

行2.3m等間隔、梁間は東側1.5m、 西側1.lmを 計測する。建物の方向は棟方向

でN43° Wを計浪1す る。柱掘形は長径60Cmの 惰円形で、柱痕跡は直径20cmを 計沢1

する。柱掘形内から、遺物は出上しなかった。

S B02 東西 2間、南北 3間 の南北の掘立柱建物で、西に庇をもうける。柱間

距離は、桁行2.4m等間隔、梁間は1.lm等間隔、庇の出は1,6mを 計測する。建

物の方向は、棟方向で N35° Wを 計測す る。柱掘形は、長径約60cmの構円形で、

柱痕跡は直径20cmを 計 る。

S B03 南北 3間 、東西 4間の東西棟の掘立柱建物である。柱間距離 は桁行で

2.lm、 梁間で2.3m等間隔である。建物の方向は、棟方向で N61° Eを計測する。

柱掘形は長径70cmの 楕円形で、柱痕跡は直径20cmを 計る。柱掘形内か らは土師

器皿が出土 している。

一- 30 -一



fig.47 池谷遺跡検出遺構図

上層 逹退構 図
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fig。  49 fig。  50  S B03実 浪1図

溝 S D02・ 03 トレンチの北東部を東西に走る溝である。 S D03が S D021こ 先行

する。 S D021よ 幅80cm、 深さ40cmを 計る。 S D03は 幅1.lm、深 さ30cmを 計る。

いずれも遺物は出土しなかった。

S D06 S B02と S B03と の間を南北に走るU字溝である。幅 lm、 深さ40cm

で西肩沿いに直径10cm前後のピットが点在する。柵等の痕跡と考えられる。埋

土内より「雷文」青磁、須恵器、土師器が多数出土している。

下層遺構  下層の遺構面の検出は、 トレンチ北壁・西壁を断ち割った際、溝 1条 と竪穴

住居址の一部を検出した。さらに トレンチ東部では、土砿 1か所、溝 2条 を検

出した。竪穴住居址については トレンチを北に5.3m、 西に2.6m拡張して調査

を行った。

ｏ
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Ｃ

ｏ
δ
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◎

0   。

O

掘立柱建物 S B03(北 から)

fig。 51 下層遺構 (東から)
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fig。 52 古墳時代竪穴

住居址 (東から)

itlど錘簿k
竪穴住居址 SB04 東西 5m、南北4.4mの長方形で

壁高の残存高は約25Cmである。カマ ドは耳ヒ

壁中央に位置し、砂岩製の角柱が支脚 とし

て埋めこまれていた。住層址の主軸方向

で N34° Wを計 る。床は20Cm前 後の黄褐色

粘質土 を貼っている。床 を貼った後、カ

マ ドの掘形及び柱掘形 4か所を掘 り込ん

でいる。柱掘形は 1辺40cmの 正方形で、

直径18Cmの 柱穴が掘形に接 して検出され

た。周壁濤の幅は12cm、 深さ 4 cmで ヵマ

土 転

掘立柱建物

ド部 を除いて全周 している。遺物は埋土 fig.53 竪穴住居址実測図

内より須恵器lTh蓋片、カマ ドより上師器甕片が出土 している。

S K01 南北7.Om(推 定 )、 東西4.Om、 深さ50cmの不定形の土城である。埋土

か らは古墳時代須恵器1/・ 身等が多数出上 している。

S B05 東西 2間以上、南北 1間以上の掘立柱建物で、東西の柱間は1.6m、 南

北の柱間は1.5mを 計る。建物方向は、南北方向の柱並びで N19° Wを計測する。

柱掘形は直径40cmの 円形で、直径20cmの 柱痕跡が検出された。

S D01 古墳時代のU字溝で、幅1.6m、 深さ40cmを 計 る。埋土の上層は暗灰色

砂質土、下層は褐色砂礫層である。上層 より土師器細片が出土 している。

S D04・ 05 S D02,03の 下層で確認 した東西溝で、溝内の埋土は暗褐色砂質

土及び褐色砂層であった。 S D04は 幅40cm、 深 さ10cmを 計る。 S D05は幅80cm、

深さ30cm前後を計る。

溝

9                  ,M
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3。 まとめ 今回の調査では、古墳時代後期の竪穴住居址 1棟 と中世の掘立柱建物 3棟を

発見した。

竪穴住居址の年代は、埋土内出上の須恵器蓋によって、 6世紀後半を降らな

い時期のものと考えられる。古墳時代後期の集落遺構は櫨谷町では初めての発

見であり、池谷・福谷地区に散在する櫨谷中学校裏山古墳群、光松古墳等を造

首した人々の集落の可能性が強 く、被葬者の生活実態を明らかにする重要な資

料 となる。

上層の掘立柱建物の年代は掘形内より、遺物の出土がないため、明確さを欠

くが、建物の方位 とほぼ同一方位の溝 6か ら出土した遺物で半1断すると鎌倉時

代後半を降らない時期のものと考えられる。

これらの建物群は鎌倉時代に存在した衣笠領櫨谷庄 と関係する建物と考えら

れる。調査地点の北方山頂には福谷砦、櫨谷川をこえて東方に伝城ケ谷砦があ

る。調査地′点付近は櫨谷川流域において、押部谷、明石、伊川谷の諸地域を結

ぶ交通の要衝となっている。従って、調査地付近は、櫨谷庄内において重要な

地域 となっていたと考えられ、櫨谷庄の中心的な集落が存在した可能性が高い。

6

♀_「_「¬_可~キ~~~―――――判OCM

l～ 8、 炉谷中学校裏山古墳群 出±  9、 S Bol出 土
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fig.54 池谷遺跡周辺出土遺物実測図
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2.

調査経過 平野町西戸田地区では、昭和54年度

か ら開始 された土地改良事業に先立ち

分布調査、発掘調査 を実施 した結果、

弥生時代～鎌倉時代に至 る各時期の遺

構・遺物 を発見 した。

今年度事業地においても遺物の散布

を認め、試掘 を行なった結果、事業対

象地西北部で柱穴を数 多く検出したた

め、10m× 25mの範囲を拡張 し調査 を

,実施 した。

調査方法 調査は耕土を重機により取 りさった

後、遺構の検出を行った。

3,調査概要 当調査において検出した遺構は、柱穴と思われる小形のピット、径 3m内外

の不定形な土鉱、集石遺構などである。

検出遺構  柱穴状の小形のピットには直径 10Cm、 20cm内 外、30cm以上のものがあるが、

大多数は直径20cm内 外のものである。これらの小ピットは調査区のほぼ全域に

fig.55 位置図

(    3ra

fig.56 調査区設定図
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存在しているが、特に調査区の南半部に集中して検出された。

建物址として確認できるのは、S B01・ S B02の 2棟のみであるが、これ らの

小ピットのあり方から数多くの掘立柱建物が存在したものと思われる。

掘立柱 SB01 南北 2間、東西 3間の掘立柱建物である。柱間距離は、南北 2m。 東

建物  西 2mを計る。柱穴の大きさは、直径30cm内 外である。

SB02 南北 2間、東西 2間の建物で、柱間は 2mである。柱穴は S B01同 様

30Cm内 外のものである。

この 2つの建物は、ほぼ同一軸上にかさなっており、新旧関係を持つことは

明らかであるが、柱穴の重複がないことから、その前後関係は不明である。し

かし主軸方位が重なることから連続した建替と考えられる。

土 lFA S K01～ S K04大形の上城で、埋土中に多くの遺物・礫を伴っている。この内、

S K02では完形の土師皿・青磁皿などがあり、祭戸Eと の関係が考えられる。

集石遺構 S X01 拳大の河原石からなる遺構である。プランを検出したのみで精査して

いないので、性格、構造などの詳細は不明である。

溝 No23(A～ C)、 27、 28試掘城で検出された。溝幅は2.3m、 深さ0.6mで長さ

20m確認された。溝内に残る遺物より鎌倉時代(13世紀前半 )の ものと思われる。

4.出土遺物 遺物は、遺物包含層、S K02・ S K04な どから出土したもので、須恵器・土師

器・瓦器 。陶磁器など整理用コンテナ (28を )で 10箱が出土した。

須恵器  現在未整理であるため詳細は不明であるが、須恵器には捏鉢・琉・皿・簑が

あり、胎土 。色調などから、神出・魚住両古窯址で生産されたものであると考え

土師器 られる。上師器は皿が多く、功・甕が少量出土している。

瓦 器  瓦器は、極めて少量で羽釜・塙などの器種に限定される。

青磁。白磁  青磁 。白磁は当地域の中世遺跡としては比較的多く出土しており、全体の約

2%程度を占める。青磁は鏑蓮弁・書↓花文を持つ龍泉窯系の碗 と見込みに猫描

きを持つ同安窯系の皿がある。白磁は、玉縁を持つものの他、見込に毛彫を施す

もの、端反り口縁のものなど多様である。

5。 まとめ  当遺跡は安定した黄褐色粘質土からなる自然堤防上に位置している。これは、

周辺部での調査からも明らかである。集落の形成された時期は、12世紀の後半

にもとめられ、13～ 14世紀初頭まで存続していたものと思われる。調査対象地

は保存されることとなったため、調査は平面での遺構プランの検出にとどめた

ため、各遺構の性格や時期の詳細は不明である。

―- 36 -―



ｏ‐

―

ム
イ

ー
！

―

１

１

９

１

‐
。

‐

１

0

●
.0

9
⑬ ・

O
り

0 9

0
0

〔
Ｖ

O

Ｏ

ｏ

。
　
〔中ｏ

」∪。ｏ

°
皓
°〇

。O°

。
ｏ
。

山
。
ｏ

:::ミ iミ

iぐ

kq＼        
°  と  '  P c:

q ?こ球＼F♂  

°・°
: t° .

°。 。?Q_° tと|    
｀`金ミ|＼°

毛♂デギ単 k_ ＼
|

0

静 。名 だ
∫
＼L

β oqO。〆み

fig.58 調査区全景 (南西から)

59 ピット群 (西 から)

fig。 60 出土遺物 青磁・白磁片
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fig。 57 遺構全体図



1. は じおうに

こ でら

5。 小寺遺跡

神戸市垂水区伊川谷町

伊川の中流域東岸に位

れている。
fig。 61 小寺遺跡位置図

今回の発掘調査は、本年度から実施される小寺地区回場整備事業に先立って

行ったもので、伊川に面する扇状地、平地部がその調査対象地である。調査で

は、上記の遺跡に関連する古墳時代から中世の集落址の存在が予想され、すで

に予備調査で遺構の存在が確認されている箇所の遺構の時期、性格を明らかに

し、さらに、範囲の確認 を目的 として行った。
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2.調査方法 A地区では、今回の調査に先立ち、予備調査 (試掘 )を実施 し、その結果 を

もとに調査地 を設定 した。また、B地区では、遺跡の範囲を確認するために、

試掘城 を設定 した。

調査は 3m× 3mの 区害1り を単位 とし、A地区で 6m× 24mの トレンチを設

定 し、B地区では、地形および遺物散布地 を参考に 2m× 2mの グリッドを基

本 として、任意の箇所に26ケ所の試掘軌を設定 して行った。

3.調査概要

A地区  調査地 内で検出された遺構は、土拡、

た。なお、近年の攪乱拡が 7ケ所あ り、

南側が肖↓平 されていたため、遺構が

確認できず、建物規模は確定できな

かった。

遺構の時期は、遺構内埋土か らの

出土遺物 (須恵器・土師器)が細片

のため断定できないが、遺構面出土

の須恵器 より7世紀代であろう。

fig。 64 掘立柱建物 (東か ら)

B地区  試掘調査 を行なった26ケ所の うち、

イよ、 No 4、  16、  17、  18、  20、  21、  25、

No 4、 17、 20の 3ケ所で検出した。

溝状遺構、ピット (柱穴含む)であっ

井戸 と思えるものがある。

S K01は 、不整円形の土城で、底

面は凹凸がかな りあ り、住居 l■ とは

考えられない。埋土 より、土師器細

片が多数出土 した。

S X01は 、当初、竪穴住居l■ではな

いか と思われたが、周壁溝状の溝が

1条検出されただけで、住居址であ

るとの確認はできなかった。

ビッ トは、20数 ケ所検出された。

これらの うち、P-6。 8。 9。 15

。19。 20,21。 25が 同一の掘立柱建

物の柱穴 とみ られ、 3間 × 1問以上

の建物が確認された。なお、調査地

遺構あるいは遺物包含層が検出されたの

26の試掘転であった。遺構は、このうち

fig.63 A地区全景 (南 から)
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fi.ま 65 小寺遺跡検出遺構図
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fig。 66 B地区トレンチ配置図

No 4ではピットが検出され、断面観察を行 った結果、ピッ トは径35Cm・ 深さ

40cmの 柱穴であった。No17に おいて も、ピット1ケ所が検出され、No20では溝

状遺構 1条が検出された。この結果、No 4、 17、 20を 中心 とする範囲に、掘立

柱建物等の遺構が存在す るもの と思われる。

4。 まとめ  今回の調査では、古墳時代末か ら奈良時代にかけての遺物が出土 し、掘立柱

建物等の遺構が検出された。現水田開墾時の削平 を受けている所が多 く、遺跡

の全体像はつかめないが、掘立柱建物 を中心 とする集落址であることは明らか

となった。試掘調査で検出された遺構 も集落址に ともなう建物の柱穴・溝であ

る。遺跡の存在す る箇所は、他の試掘拡の土層観察か らみて微高地上に立地 し

てお り、当時の集落は、あまり広範囲ではな く、微高地にい くつかのまとまり

をもって存在 していた と推定 される。試掘調査によって検 出した遺構について

は、今後本調査 を実施す る必要がある。

-41-



2.

6.頭 高 山遺 跡

は じめ に 頭高山遺跡は、神戸市垂水区伊川谷

町小寺か ら前開にまたがる標高90～ 110

mの洪積丘陵上に存在 している。遺跡

は頭高山の頂部 とそこか ら南へ派生す

る尾根の東側斜面及び北側斜面に拡が

ってお り、その面積は7000m2を 超 える

もの と推定される。これまでに昭和53、

55年度の 2次にわたる発掘調査 を実施

してお り、弥生時代中期の集落址が検

出されている。今年度は尾根の東側斜

面について、第 3次調査 を実施 した。

調査面積は4501n2である。

調査概要 頭高山東斜面

発掘調査は、頭高山東斜面標高88～ 95m間の 450m2に ついて実施 した。北か

らZ、 A、 B、 C4区 を設定 し、調査 した。当初、流土 と思われる軟かい堆積

tig。 68 頭高山遺跡調査区(0印 )と 遺跡範囲

―- 42 -一



:ig。  69 調査地遠景

(東から)

土は遺構面にな りえないと考えていたが

遺構面であることがわかった。住居址 1

住居址は自然斜面 を一部削 り、その

土を斜面下方に盛土 し、平坦面をつ く

つて構築 したと考えられる。その平坦

面山側に排水用の薄 を掘っている。

地山整形遺構は、地山を削平 して平

坦面 をつ くりだしているが、住居址 と

は考えられない一群の遺構である。

検出された遺構の規模は別表の とお

りである。

、先行していたA・

棟 と地山整形遺構 4

B両区の結果か ら

力所を検出した。
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遺構名 長さ0け 幅 en 備  考

S B01 457 ピット4

S x 01 143

S X02 380 ピット3

S X03 Ｑ
０ 390 ピット4

S X04 ピッ ト3

fig。 70 遺構全体図
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fig,71 S B01(東 から)

fig. 72 S B01
実測図

時
ド
ざ

浮
想

／ヽ／／

、幅4.57mを 計る。

平坦面に 4個のピッ

一丁

住居址 S B01 残存長7.19m

に して作 られていた。

穴 と考えられる。

地山と思われる青責色粘土 をベース

トを検出したが、その うち 3本は柱



地山整形 SX01 残存長 2.2m、 幅1.43mを 計 る。やや砂まじりの堆積土をベースにし
遺構   て作られていた。

S X02 残存長 4.lm、 幅 3.8mを 計 る。小礫 を含んだ堆積土をベースにして

作られており、平坦面からビットを3個検出した。柱穴であるか判断しがたい。

また、濤が 2本検出された。下方の濤の方が、上方の濤より先行してつ くられ

たものである。

S X03 残存長5.89m、 幅3.9mを 計る。 SB01同様地山と思われる青黄色粘土

をベースにして作られている。また、平坦面で 4つのビットを検出したが、柱

穴であるか判断しがたい。

SX04 残存長5.62m、 幅3.68mを 計る。 S B01、 S Xo3同 様地山と思われる

青黄色粘土をベースにして作られていた。また、平坦面で 3個のピットを検出

したが、柱穴かどうか判断しがたい。

住居址がつ くられていた地点の上方に幅2.8m、 長さ16mに わたって地山を整

形した痕跡がみられた。その平坦面には、若千のピットが検出されたが、ここ

に建物が建つ可能性は少なく、この遺構が持つ意味は不明である。

0               2
1:1lJl.Hl   !

fig.73 S X04実測図
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Fig。  74 S X04地 山整形

遺構

遭

第 6地点北斜面

第 6地点の北斜面については、前年度の試掘調査のつづ きを調査 した。当該

地は約35度 の急傾斜である。

前年度の トレンチNo13の延長 として21ト レンチ、11ト レンチの延長 として22

トレンチ、さらにその西側に新たに23ト レンチを設定 した。急傾斜の斜面地 を

表面か ら肉眼で観察 しただけでも3か所程度の平坦面が判別できるが、試掘調

査の結果、その 3か所の他、最下段の標高90m付近にも、もう 1か所確認された。

この結果か らも、この第 6地点北斜面にかな りの住居址が営 まれていたこと

が十分想定できる。

tig.75 第 6地点遠景 (北から)
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3.出土遣物 今回出土 した遺物は大量の弥生土器 と石器である。弥生土器には壺、甕、鉢

高 lTh、 蓋等の器種がみ られ、石器には石鏃、フレイクなどがみ られる。

弥生土器 広 口重形土器 口縁端部に櫛描波状文を施す ものや、円形浮文 を施す ものがみ

られる。口縁内面には扇形文、頸部には凹線文 を施す。体部の主文様は櫛描直

線文、波状文、斜格子文がみられる。赤褐色系の土器 と黄 白色系の上器の二種

類がみ られる。

鉢形上器 直口の口縁に横位の把手のつ くものや脚

台のつ くものなどがみられる。

養形土器  口縁が くの字状に外反する。日径15Cm前

後の大形のものがみられる。

蓋形土器 壺用の蓋形土器が出土 している。

高lTH形土器 A.直 回の口縁 をもつ もの とB.水平

口縁 をものもの (所謂、木器形高lTh)の 二種類がみ

られる。 Aは 、日縁外面に凹線文 を施す。脚部の破
fig,76 弥生土器出土状況

片が多い。

石器 石鏃 石鏃は10点出上している。いずれも凹基無茎式のものである。

フレイク 。チップ 。コアー等 石器を製作する過程で生じるフレイクやチップ

それに石器製作の原材となるコアーが出土している。石材はサヌカイトを使用

している。

4.ま とめ  今回の調査地区は頭高山遺跡の東端にあたる斜面の中復に位置している。こ

こは斜面の傾斜角度が15° ～35° あり、居住環境としては、かなり劣悪な条件下に

あったものと思われる。発掘調査の結果、ここから流失が著しく残存状況の悪

い竪穴住居l■ と地山整形遺構が発見された。その時期は、弥生時代中期後半の

西暦 1世紀ごろのものである。

本遺跡の中心は、頭高山頂とその北イ買〕斜面に存在するものと考えられるが、

今回の調査結果をみる限り、北側斜面にも4段の平坦面が確認され、各段に数

棟の住居が営まれていたものと考えられる。したがって、頭高山遺跡全体では

大規模な集落址が存在すると予想される。頭高山遺跡は伊川流域では最奥に位

置する弥生時代遺跡である。しかも、高地性の遺跡である。先述したように、

弥生時代における伊川流域の中心は、別府、上脇、潤和地区である。それゆえ

に、頭高山遺跡がこれらの中心部から離れ、高地性の遺跡として存在すること

の歴史的意味は大きい。今後、調査区を拡大し、遺物の実態が具体的に明らか

になれば、本遺跡の歴史的意味も明らかになるであろう。



2.

7.池 上 北 遺 跡

調査経過 神戸市池上北特定土地区画整理事業

区域内の都市計画道路明石伊川線建設

工事に伴い、路線敷の試掘調査及び ト

レンチ発掘調査 を行った。また、都市

計画道路予定地外であるが、 C地区

の再調査 もあわせて行 った。C地区は、

54年度の試掘調査で遺物包含層が確認

されたところである。

調査概要

Ⅳ トレンチには、弥生時代の遺物を

含む砂利層が遺構面をおおっていた。

おそらく何度も洪水をうけ、堆積 した

ものと思われる。
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てfig。 78 池上北遺跡 トレンチ設定図及び遺跡範囲図 ´

fig.77 位置図



tig。 79 Ⅳ ト
レンチ平面図

Ⅳトレンチ  トレンチ西側では、自然の流路が検出された。流路内埋土中より少量の弥生

式土器片が出上した。土器は、弥生時代中期末のものと考えられる。

西南部では、大小 4か所の土拡が検出され、出土した遺物が石鏃 1点のみで

その性格は不詳である。土拡の埋土が、有機物を含む土質であることと土城の

形状より当時のゴミ棄て穴と堆定している。

北部では、ピットや土転が検出され、半円形に土質の変化がみられるところ

があった。また、少量ではあるが、まとまりのある遺物の出土等がみられ、円

形住居址の南半分ではないかと思われる。

中央部では、 4か所のピットが発見され、上面が洪水等で削平された竪穴住

居址の四本柱の支柱穴ではないかと思われる。

この トレンチ内の遺構の時期は、弥生時代中期末葉 と考えられる。
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fig 80 Ⅳ トレンチ全景

(西から)

Vト レンテ  Vト レンチの基本層序は、上から現代の耕土、中世～近世にかけての盛土層

及び旧耕土層、須恵器を含む砂利層、弥生時代の遺物包含層となり、その下が

弥生時代の遺構面である。Vト レンチもⅣ トレンチ同様弥生時代以降洪水を受

けていることが砂利層の堆積でわかる。

トレンチ東部からは、直径8.5mの円形住居址が検出された。床面には 7か所

の柱穴と中央に径1.lm深 さ40Cmの 炉が検出された。住居址内より壺、簑、砥

石などが出土している。これらの遺物より住居址の廃棄時期は弥生時代中期末

と考えられる。他に、同時期の上拡やピットなどが検出されている。

fig.81 Vト レンチ平面図
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fig.82 Vト レンチ全景

(東から)

fig,88 弥生時代住居址

全景

1韻諜

囃

Ⅵ トレンチ Vト レンチと同様の弥生時代遺物包含層が

存在し、検出遺構は、自然流路 とピット等で

あった。遺物包含層内、遺構内ともに遺物が

少量であったため時期決定はむずかしいが、

層序的にみてVト レンチと同様の時期 と推定

できる。

3.小 結  都市計画道路予定地内の調査結果では、出

土遺物や検出遺構から弥生時代中期～弥生時

代末にわたって集落が営まれたことが半」明し

葵
導4憶

Fig.84 住居址内甕出土状況
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fig.85 Ⅵトレンチ平面図

た。

池上北遺跡 と同時期に池上 回ノ池遺跡では、丘陵上に集落 を営んでいる。伊

川中流域 を中心 とした地域で、相互が どのようにかかわ りをもって共存又は競

合 していったのか、その具体像 を池上北遺跡の調査で解明することができるも

の と考えられる。弥生時代の伊川流域 を考察するうえで池上北遺跡は重要な位

置をしめているのである。

4。 C地区試 試掘砿 No41～ 43

掘調査結果 地表下約40cm内 外で10～ 20cmの 遺物包含層が検出される。遺物包含層の下は

地山面で、地山面から遺構が検出される。試掘城No42で は落ち込みが 2か所、

No43ではピットが 1か所検出された。伴出した遺物から、弥生後期の遺構と考

えられる。

試掘拡 No39・ 40

2か所の試掘址からは、特に遺物包含層等は検出されなかった。

以上よりC地区は、地区西側に弥生時代遺跡の存在が考えられる。

5。 まとめ  Ⅳ・Vト レンチの南辺を伊川の旧河道が走 り、ここを遺跡の南限とすること

ができる。さらに遺構はA地区とB地区に連続してひろが り、昨年度調査の I

・Hト レンチ周辺より南側が遺跡の中心であると推定できる。

一方 C地区は、西側に遺跡の存在が考えられる。

以上よりA地区からC地区西側部分にかけて大規模な弥生時代集落遺跡がひ

ろがっているものと考えられる。
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8.北 別 府 遺 跡

調査経過 北別府地区の土地区画整理事業は昭

和51年度か ら開始 されたが、工事に先

立つ分布調査の結果、事業区域内にお

いて遺物が散布す ることを確認 した。

そのため、昭和51年度 より試掘調査 を

実施 し、遺構 を検出した場合には、そ

の地区の全面発掘調査 を実施 してきた。

今回の調査地は、昭和51年 11月 、排水

路工事の際、断面に遺物包含層 と遺構

の一部 を検出した地区である。排水路

より北側の部分については都市計画道路北別府 1号線の敷設に先立ち、昭和52

年度に調査を実施 した。調査の結果、平安時代の柱穴、弥生時代中期の土琺等

を発見した。

調査方法 調査地は、既に旧耕土上に盛土がなされていたため、重機を使用し遺物包含

層上面まで掘削し、その後、人力により遺物包含層の除去・遺構面の検出を実

施 した。

調査概要 遺構は黄褐色粘質土の地山を切 り込んでいる。遺構面直上には、灰色細砂の

遺物包含層が 5～ 10Cmの厚さで堆積 していた。

遺物包含層に含まれる遺物は奈良時代～平安時代の須恵器・土師器である。

これらの遺物は小片が多く、大半は磨耗を受けていた。

検出した遺構は平安時代の柱穴群・蔵骨器を入れた土拡などである。調査地

区内での遺構分布は調査区北西部に集中し、南側に行 くにしたがって、細砂～

粗砂～砂礫となり、旧河道の状況を示す。また、平安時代の遺構面は責褐色粘

質土層で、部分的な色調の変化があり、褐色を呈する部分には弥生時代後期の

土器が包含されていた。しかし、精査の結果、遺構ではなく浅い凹部に周辺か

ら遺物が流入したものと考えられる。

柱 穴  70ヶ 所あまりの柱穴を検出した。径・深さなどは一様でないが、掘形は大き

なもので径50Cm、 小さなもので径20Cmである。その他に10cm内 外の杭の痕跡が

検出された。掘形埋土内から土器の小片がわずかに出上したものもある。掘形

が30Cmを 超える比較的大形のものからは柱の痕跡を確認したほか、小礫を用い

て柱の根がためをしたものを検出した。

2.

3.



fig。 87 調査区全景

柱穴群の西端に近い部分で蔵骨器一基

を検出した。灰褐色砂礫層を径50Cm・ 深

30Cmほ ど切 り込んで不整円形の掘形 を穿

ち、その内に甕形土器 を転用 した蔵骨器

を埋納 していた。蔵骨器内には、土師器

不 2点 を副葬 していた。

♀~~可~~~卜 ~――――キーーーーーニPCM

fig.88 蔵骨器検出状況実損1図

fig.89 蔵骨器埋納状況
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90 蔵骨器内副葬遺物



4.

91 出土遺物実測図 1、 2.土師器 3.蔵骨器

その他  この他、底部穿孔する甕形土器を埋納する

ピットを検出しているが、
ケ
l■格については不

明である。

まとめ  今回の調査において検出した遺構は平安時

代に属するものである。弥生時代の遺物の出

土状況は凹地に周辺部より上器が流入したも

のと考えられる。

平安時代の柱穴群には建物の一部と思われ

る部分があり、 トレンチ外に広がっているた

め建物の復元はできない。蔵骨器は昭和51年

度調査でも出上しており、当時の墓制を知る

うえで貴重な資料の一つといえる。

0          30CM

-
fig。 93 土器埋納ピット実測図

fig。 92 土器埋納ピット
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2.

3.

9.櫨 谷中学校 内遺跡

調査経過 当遺跡の発見の契機は、旧校舎

の老朽化が進み、校合建替が必要

となったため、その工事に先立ち、

試掘調査を実施した結果、包含層

と遺構の一部を検出したことに始

まる。

試掘調査の結果、敷地の西半部

に遺物包含層と遺構が発見された

ため、この地区、約 260∬ を対象

として発掘調査を実施した。

調査方法 調査は包含層までの盛土 。旧耕  fig.94位置図

土層約 1.5mを 重機で取 りさった後、包含層の掘削、遺構面の検出につ とめた。

調査概要 包含層は遺構面直上に約10Cmの 厚さで堆積する灰褐色細砂層である。遺物の

出土量は少な く、多少、摩耗 を受けている。遺構は責褐色粘質上の地山を切 り

込んで造 られている。

今回の調査で検出した遺構は、火葬墓 と思われる長方形の上拡 (SK01)、 長

い楕円形を呈する土拡 (SK02)、 楕円形を呈する小形の土拡 (SK03・ SK04)

の他、小形 のピッ ト、杭状痕跡などがある。

土 IPA SK01 -部、地区外にあるため長 さは不明であるが、幅 2m・ 深0.25mを 計

る土拡で、平面形は長方形を呈 し、短辺に半円形の突出部 がある。土抜内の埋

土には多量の炭化物 を含み、底面近 くでは炭化物が厚 く堆積する。

SK 02 長4.2m。 最大幅1.5m・ 深0。 2mの細長い土拡である。中央付近は後世

の攪乱により失なわれている。

SK03 長2.2m。 幅1.4m・ 深0。 2mの楕円形の土拡である。

SK04 長0.9m・ 幅0.8m・ 深0。 lmの浅い小形の土拡である。

その他 小形のピットと杭状の痕跡 5か所 を検出しているが、性格は不明である。

4。 まとめ  検出した遺構の内、特に留意すべきものはSK01で ある。この土拡は先にも述

べたように長方形をし、その短辺に半円形の突出部を持つものである。同形の

土拡は二重県菰野町、伊川谷町大門遺跡等で類例があり、埋土内の炭化物の出

土状況なども近似している。
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fig.95 検出遺構平面図

♭
fig。  96 調査区全景 (東から)
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fig。 97 S KOユ

これらの遺跡では短辺にある半円状の突出部を煙出しと考え「火葬墓」とし

ている。当遺跡の場合もこれと同様の遺構と考えられるが、周辺部に火熱を受

けた痕跡は残っていなかった。

その他の遺構については遺物がほとんど出土しないことや各遺構間の関連を

考えるための資料がないため、詳細は不明である。また、ここで出土した遺物

は小片のものが多い。器種は須恵器捏鉢・坑、土師器簑・皿などの他、自磁・

青磁などの輸入陶磁器も少量出土している。これらの遺物の時期は13世紀中ごろ

のものである。

エ一一一一一一れヽ
「一

一一一一祥一一一

fig.98 S K01実 測図
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10.居住 遺 跡

調査経過 当該地は明石川の左岸、居住・田中

などの集落が所在する丘陵西南端の沖

積地に位置 している。

当該地の北側では第二神明道路の玉

津インターチェンジ建設に際 して発掘

調査が実施 され、中世土器片、弥生時

代前期・中期の土器片及び石器が出土

した。また、昭和55年 2月 には当該地

の南側の水田で大規模店舗建設が計画

されたため試掘調査 を実施 した結果、

上層か ら中世の建物跡、下層か らは弥

生時代の遺物包含層が発見された。こ

れ らの資料から、当該地周辺には弥生

時代、中世の集落が広範囲に存在 しているもの と考えられた。

今回、当該地に西区総合庁合が建設されることになったため、 4月 中旬か ら

遺跡の存否を確認する調査 を実施 した。調査は、建物が建設される予定地区に

6か所の試掘拡を設定 して実施 した。

調査の結果、北側の 3か所の試掘拡で、中世遺物や柱穴が発見 された。南側

では河道跡 と思われる砂礫層がみつか り、遺構・遺物は発見されなかった。そ

のため、遺物・遺構の発見された北側の試掘拡 3か所の周辺 935m2を 全面調査

した。

2.調査概要 調査は西区総合庁合建設敷地の東北部に北辺37.Om、 南辺51.Om、 東辺42.5

m、 西辺12.Omの台形状に調査区を設定 して行った。地表下1.5mま では重機に

よって掘削 し、これ以下は人力によって掘削を行った。

層序は盛土 (厚 さ約1.3m)、 旧耕作土 (厚 さ約20Cm)、 床土 (約 24Cm)、 弥生

土器、須恵器を含む灰色粘質土層 (厚 さ約20cm前後 )と 続 き、この土層 を取 り

去 ると暗責褐色粘質上の遺構面 となる。

検出した遺構は、柵列 1、 濤状遺構 3、 柱穴10、 土拡 4、 河道 1である。

柵 列 SA01 2.2m等間隔で掘形径20Cm～ 25Cmの 円形である。柱径12Cm～ 16Cm、 深さ

約20Cmを はかる。柵列の方向は約 N20° Eである。

溝 SD01 0 02・ 03 黒灰色粘質土 を埋土 とする幅40Cm前後、深さ約40Cmの比較的

浅い濤である。濤の形状は不定形である。濤内か らは弥生土器細片が出土 して

fig,99 位置図
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fig。 100居住遺跡検出遺構図

いる。

土 拡 SK01 調査地の北東辺に位置 し、長径2.24m、 幅56Cm、 深さ10Cm～ 5 Cmの長

楕円形の土拡である。濤内の黒灰色粘土か らは、弥生土器片が出土 している。

SK02 調査地の北辺に 3基の土拡群が発見され、東に位置するものを SKo2

とした。平面形は、南北に長い楕円形を呈する。長軸長は2.4m以上、幅1.52m

を計測する。土抜は二段掘 りになっており、土拡底からワラ状の有機物が出土

している。土拡埋土からは、弥生土器片 (壺 口縁部)が出土した。

SK03 土拡群の中央に位置する。東西に長方形の土拡である。長軸長2.08m

幅2.Om、 深さ70cmを 計る。土拡底は西側で一段高 く掘られている。上拡の埋

土からは弥生土器片 (甕形土器片・高lTh形 土器片)が出土した。

SK04 3基の上城群のうち西に位置する。東西に長い楕円形の上拡である。
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101調査区全景 (南から)

長径 1.7m、 短径1.36mを はかる。土拡の西側は一段深 く直径70Cmの 円形に掘

り込 まれている①深さは約55Cmを 計る。埋土内か らは、遺物は発見されなかっ

た。

河 道  調査地の北辺にそって、約16mに わたって検出した東西方向の河道である。

黒灰色粘質土 と灰色粘性砂質土が交互に堆積 し、黒灰色粘質土中より弥生土器

片が出土 している。調査地 より北側は、現代の水路掘形により、攪乱 をうけて

いる。

fig。 102 S Ko2～ 04(南から)
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3. 出土遺物 出土遺物は 28を 入のコンデナーに 3箱分出

土 している。主要な遺物は、柱穴内か ら須恵

器坑、土師器皿、九瓦片などが出土 し、包含

層か らは弥生土器壺底部、貼 り付け突帯文土

器片が出上 している。土抜及び河道の埋土内

より、高JTh形 土器片、甕形土器片などが出土

している。

柱穴内より出土 した土器は、12世紀～13世

紀ごろの時期 と考えられる。

弥生土器は弥生時代中期～後期のもの と考

えられる。

まとめ  今回居住遺跡の発掘調査では、中世 (鎌倉

時代 )の柵列 と弥生時代中期 と考えられる土

城群 を検出した。

柵列は、その方向をN20° Eに よ り、明石郡

の条里の方向 と同一の数値 を示 している。現

在の畦畔が条里の痕跡 とするならば、今回発

見 した柵列は条里 と何 らかの関係ある遺構 と

考えることができる。柵列内の出土遺物か ら

況在の畦畔の基本的な区画害↓りが、おそらく

鎌倉時代にまで遡 る可能性があると考えられ

る。

今後、明石川流域において、古代 。中世の

遺跡を調査する場合、条里 との関係 を常に留

意して行うことが必要であろう。遺跡の範囲

については、今回の調査結果から居住の現在

4.

fig。  103 柵列

fig.ユ04 弥生土器出土状況

の集落が存在する丘陵上から明石川左岸の河岸段丘と沖積地一帯と考えられ、

従来認識されていた居住遺跡を大幅に拡大して考えねばならなくなったといえ

よう。

また従来、居住遺跡は、弥生時代前 。中期の遺跡として認識されていたが、

今回弥生時代後期の遺物も発見され、弥生時代金時期を通じて、集落が営まれ

た可能性を示唆している。
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1.

11.居住 。小 山遺跡

調査経過 当地区の南側平野部には、弥生時代

前期から鎌倉時代に至る遺跡が存在し、

東側丘陵上 (慶明寺裏山)に 後期古墳

が群集している。

このような周辺の状況から、当地区

内にも遺跡が存在すると予想されたた

め、居住 。小山住宅街区整備事業対象

区域内の確認調査を実施 した。

調査方法 対象地区内で、後世の開墾によって

著しく削平を受けている場所を除いて、

2× 2mの試掘城を30か所設定した。

調査概要 30か所の試掘転 (以下T.Pと 略称 )

のうち 2地区 6か所において、遺物包

含層及び遺構が認められた。そのため 1

包含層・遺構面の広がりを調査 した。

fig。 105 位置図

× 4mの ToPを 6か所追加 して、遺物

2.

3.

他のT・ Pは耕土直下に砂礫層の地山がみられ、後世の開墾によって削平され

たものと推測された。

fig。 106 トレンチ酉己置図
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A地区 (小山字金尾塚東半 )

T・ P7は 、南にゆるやかに下 る南北方向の狭い谷部に設定 したT・ Pで、ここ

から幅1.5m以上、深さ02～ o3mの 南北濤 を検 出 した。濤中か ら磨減の著 し

い須恵器片を発見したが、刻ヽ片のためこの濤の時期 を判定することはできなか

った。 しか し、濤直上の遺物包含層 (灰茶色泥砂 )か らは13世紀前後の須恵器

片が出上 してぉ り、この濤は少な くとも13世紀を下 らないと考えられる。

T・ P7の南北両側に設定 したToP31・ 32に おいても、同一の遺構面 と遺物包

含層が広がっていた。T・ P31か らは08× 1.Om以上の楕円形土転 を検出した。

この遺構の時期はToP 7の 濤 と同時期 と考えられる。

T・ P8。 10は すでに遺物包含層が削平 されていた。

T・ P13。 16。 32では若子の須恵器を含む包含層 と責灰色粘質土 を確認 した。

:ェ g。 lυ / 1・ メZυ               fig。 108 T oP29平面図

B地区 (居住字長畑の西半 )

To P29の濤状遺構か ら、土師質羽釜 1個休、平瓦、須恵器坑等が出土 し、こ

の遺物の時期は13世紀頃に比定できる。T・ P28・ 29ではほ とんど包含層は認め

られず、遺構は床土直下の地山面 (責色混礫粘質土)で検出された。

この遺構面の広が りを確認するために、T・ P34。 35・ 36を 設定 した。T,P34
・36では、砂礫層が認め られ、遺構が存在する可能性は少ない。T・ P35では、

ToP28・ 29と 同一の地山面が認め られたが、遺構は検出されなかった。

4。 まとめ  合計36か所の試掘拡を設定 し調査 した結果、上記のA・ B両地区が遺構の存

在する範囲 と考えられる。遺構・遺物の時期は、13世紀前後 と推測される。両

地区 とも削平 。攪乱が著 しく、特に B地区ではほとんど遺物包含層が残存 して

いなかった。またA地区の遺物包含層 も遺物の包含量が 多くなかった。

近年、明石川流域において、中世の集落址が台地上で発見される例が 分く

(平野町黒田遺跡・玉津町出合遺跡 )、 当遺跡 も台地上に首 まれた集落址の一

つ と考えられる。

鴫

♀        IM

fig。 107 T,P29
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かん で

12.神 出 井吹地区分布調査報告

1.調査経過

2。 分布調査

の成果

神 納

田  井

昭和57年度、土地改良 (圃場整備 )事業予定地は、垂水区神出町田井 。神納

同区平野町西戸田・櫨谷町池谷・伊川谷町小寺・同町井吹、北区道場町生野

同町塩田・ 日下部 8地域である。

神出町田井・神納・伊川谷町井吹 を除 く6地域は、昭和56年度以前の分布調

査及び試掘調査によって、遺物の分布範囲 。遺跡の範囲を確認 している。その

ため今回の分布調査は、神出地区 。井吹地区の 2地区において実施 した。

また、神出町田井地区・老 ノロ地区では、遺物の散布の著 しい 4地点におい

て、窯址の存在を確認す るため、奈良国立文化財研究所 。兵庫県教育委員会社

教文化財課の指導 と協力を得て、地磁気探査による窯体確認調査 を実施 した。

井吹地区

当地区周辺は伊川の支流である永井谷川の両岸の緩斜面 を利用 し、段々畑 と

している。57年度事業予定地及びその周辺部において分布調査 を実施 したが、

遺物の散布は認められなかった。

神出地区

57年度事業予定地は大鳥喰池 と小鳥喰池にはさまれた地区である。付近は平

坦な高位段丘上にあ り、西南方向へ緩やかに下降 している。分布調査の結果、

遺物の散布は認め られなかった。

田井地区における昭和57年度事業予定地は、国道175号線の西、県道垂水一加

古川線の北側にあたる田井地区の西北部である。付近は、西南方向より入 り込

む谷 とその両側の段丘 よりなる。

fig。 110 神出地区位置図
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老ノロ

3.地磁気

探査

田井西

遺物の散布は段丘～谷部間の緩傾斜地において多く認め られ、谷部・段丘上

での散布は稀薄である。

特に遺物の散布が著 しい地点は、神出農協北側、観音池北側、観音池東側の

3地点である。

田井西北地区の北に続 く国道 175号 線の西の部分である。遺物は調査地全域

にわたって散布 しているが、田井地区同様、谷部に多く段丘上には少ない。

また、灰原の露出 (1地点)し ているところや窯体 (3基 )の露出している

ところを確認 している。

神出町田井、老ノロ両地区での分布調査によって、遺物の散布が顕者に認め

られ、地形などの状況か ら窯址が存在すると考えられる観吉池北側 (田井西 )。

観音池東側 (田 井北)。 清水ケ池東側 (老 ノロ南 )。 上人谷池東 (老 ノロ北 )

の 4地区において実施 した。

田井西地区では、東西60m× 南北50mの範囲において実施 した。この地区で

は南側の谷部 とその北に位置す る段丘面か らなる。磁気探査の結果、谷 と段丘

接点付近に窯址 と思われる箇所が 4箇所 (A・ B・ CoD)、 窯址の可能性が

高いと思われる 2箇所 (F・ G)、 窯址 と考えられるが確認調査が必要な 1箇

所 (E)の計 7箇所の地点が確認された。

この内、A～ Dの 4箇所は磁気の強弱を示す コンターライン、付近の地形な

どか らほぼ南北に主軸 をもつ害窯の可能性が強い。

田井北  東西50m× 南北70mの範囲において実施 した。この地区は南側約50m、 東西

方向の主谷より北に向って進入する小侵食谷の最奥部 とその両側に位置す る段

丘面である。

磁気探査の結果、窯址 と思われる谷の東側段丘面で 4箇所 (A・ BoC・ E)、

西側段丘面で 1箇所 (D)、 計 5か所の地点が確認された。

老ノロ南  広谷地区より東向に進入す る谷の最 も奥 まった部分 と、その南北両側の段丘

面である。範囲は東西 160m× 南北100mの 範囲で実施 した。地磁気の反応の著

しい箇所が 14か 所存在 した。その内、多くは農道上の測点である。農道中には

鉄製品などが含 まれている可能性が高 く、その影響 を受けているとも考えられ

る。ただ、そのすべてを鉄製品などの影響 とも考え難 く、少な くともその内の

数基は窯体 となるであろう。

老ノロ西  現在、データ処理中であるため、不明である。
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号墳

1.調査 目的 昭和55年度に、神戸市教育委員会文化課が発掘調査 を実施 した西石ケ谷 1・

2号墳の うち、 1号墳について石室構築に係 る掘形、および地山面の検出によ

り、石室構築過程 を解明す る目的で発掘調査 を実施 した。

2.調査方法 墳丘に 3本のセ クションベル トを残 し、他 を地山面 まで封土 を取 りはず し、

石室掘形 を検出した。

3.調査概要

石室掘形外部 調査の結果、墳丘北方の尾根の一部 をカットしていたが、その他の部分につ

いては地山を整形 した痕跡は確認できなかった。

また墳丘内の北方では、弧状にめ ぐる濤が一部検出された。これは、墳丘 を

盛 り上す る際、その範囲を決定する目E日 的なものであると考えられる。

石室掘形内部 石室を構成 している石材は比較的大形で、しか も平滑な面がえられるように

切 りとっている。そのため石室掘形は比較的平坦であった。

ただし、左側玄門付近では、石材に奥ゆきがあるため、一部段掘 りをおこな

っている。

fig。 112 西石ケ谷支群古墳位置図
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fig,111 舞子古墳群位置図
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又、羨門か ら両側壁 3石分には、掘形が存在 していなかった。

石室の構築 石室はまず奥壁 を置 き、ついで玄問袖石 を置いて玄室プランを決定 し、玄室

・羨道側壁 を順次置 き並べたもの と考えられる。

又、前述の如 く石材が比較的整形されている為、裏込めの石はあまり使用さ

れていない。

石材 を積んだ後、掘形内に上 を充損 させ るのであるが、土は灰まじりの土を

使用 しているが、封土のようにつ きかためた形跡はな く、比較的軟かであった。

ヽ、、と

fig。 113 西石ケ谷 1号墳地山測量図
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fig。 114 西石ケ谷 1号墳石室掘形 (石材除去前 )

0      1M

―

fig。 116 西石ケ谷 1号墳石室掘形実測図 (石材除去前 )

115 同左 (石材除去後 )

コ OM‐

―

二

tig。 117同 左 (石材除去後 )
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14.舞子古墳群西石 ケ谷 4号墳

1.調査目的 昭和55年度に、神戸市教育委員会文化課が発掘調査を実施した西石ケ谷 4・

5号墳のうち、4号墳について石室構築に係る掘形、および地山面の検出によ

り、石室構築過程を解明する目的で発掘調査を実施 した。

2.調査方法 墳丘に 3本のセクションベル トを残し、他を地山面まで封土を取 りはずし、

石室掘形を検出した。

3.調査概要

石室掘形外部 墳丘北方 (尾根上部)は調査対象外で、尾根をカットしている様子は確認で

きなかった。しかし、この 4号墳は尾根先端に位置しているため、墳丘の南北

両端の比高が 4mも あり、石室の平坦面を確保するのに苦心したものと思われ

る。墳丘封土は少なく、古墳自体の形状 もあまり整っていない。

石室掘形内部 石室を構成する石材は比較的小形で、しかも転石をそのまま利用したとも思

0                           10M

fig。 118 西石ケ谷 4号墳地山測量図

ヽ    ザ
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われる球状のものが殆んどであった。そのため、掘形底面には凹凸が 多く、石

室構築には根回めの石が多く使用された。特に、玄門袖石は立て られているた

め、根固めが しっか りなされていた。

また前述の如 く、立地場所の関係で石室平坦面 を確保す るために、掘形内の

± lm程度 を前方にか き出し、その上 を羨道部 として盛 り、平坦面 をつ くって

いる。

石室の構築  石材は、奥壁か ら原則的に置いているが、玄門袖石は玄室プランを決定する

ためか、玄室両イ員‖壁石に先行 して設置 している。

西石ケ谷 4号墳周辺の刻印石 について

この西石ケ谷 4号墳の調査の際、石材の切 り出し穴 と思われるものや石材 を

切 る時の「矢穴」が数ケ所で発見された。 しか し、時期や 目的は不明であった。

ところで、昭和54、 55年度にわた り、明石城内の発掘調査が兵庫県教育委員

会によって実施 された際、城垣に使用された石材の亥1印 が 多く確認された。そ

の一部の刻印 と類以 したものが、この西石 ヶ谷 4号墳の調査範囲内や周辺にお

57000M上

0     1M

―

fig.119 4号 墳掘形平面実測図 (石材除去前 )
fig。  120
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いて発見された。

発見された荻1印 は「○」ないし「□」 と「一Jであ り、他 多数の「矢穴」 を

確認 した。これらの亥1印 は特に、明石城東 ノ丸北側石垣に集中している様であ

る。

亥I印 の意味については、下記のように種々の説が上げられる。

①石材の用途「―」の刻まれた石は隅石に使用されるのに適した石材で、そう

した用途を分けるために刻んだ

②石工の印

③石材調達を命じられた大名の印

しか し、今回発見された刻印や矢穴だけでは、これらの説を裏付けることは

できなかった。ただ、今回発見されたこの 4号墳の周辺が、明石城石垣の石切

り場の一つであったことが判明した意義は大 きい。

これらの刻印石や矢穴の残っている石は、 4号墳の移築 と平行 し、移築保存

する予定である。なお、この刻印石の発見 と供給先の確認については、兵庫県

教育委員会の助言 と芦の芽 グループ藤川祐作、古川久雄両氏の教示 を得た。

fig。 121 西石ケ谷 4号墳墳丘北側濤内出土須恵器 S=1:3

fig,122 西石ケ谷 4号墳石室掘形 (石材除去前 ) fig。 123 同左 (石材除去後 )
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15.舞子 古 墳群 西 石 ケ谷 3号墳

1.は じめに 舞子古墳群は、神戸市垂水区舞子陵、舞子坂 2丁 目、 3丁 目に存在する後期

古墳群である。

古墳は、尾根 ごとに数基ずつ まとまって存在 してお り、西か ら大歳山支群、

西市ケ坂支群、東市ケ坂支群、昆沙門塚支群、西石ケ谷支群、東石ケ谷支群、

尼ケ谷支群、山田台支群、舞子台支群、星陵台支群の10支群に分けられる。今

回発掘調査 を実施 した3号墳は、西石ケ谷支群に属する古墳である。

2.調査概要 これまで西石ケ谷支群に属する古墳 を4基調査 している。今回、発掘調査 を

実施 した 3号墳は、 1・ 2号墳 と 4・ 5号墳の間、標高62mの 尾根上に立地 し

ている (fig.112)。

古墳の規  3号 墳は墳丘がほ とんど削平 され、わずかに西側で
｀
盛土 を残すのみであった。

模・形態
 推定 される古墳の大 きさは、直径12m(高 さは不明)で、円墳 と思われる。埋

葬施設は南に開口する右片袖の横穴式石室で、玄室右側壁、羨道両側壁を残存

していた。

羨道内か ら東側の谷に向けて排水濤が掘 られてお り、排水滞は羨道入口か ら

L字状に大 きく屈曲 していた。排水濤は長さが 10m、 幅80cm、 深 さ30cmであっ

た。

(南か ら)
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125 西石ケ谷 3号墳墳丘測量図



墳 丘  古墳の構築方法は、地山を平IBに 整

形 し、長方形の墓拡を掘 りこみ、石室

の石積 と並行 して盛土 を行っている。

褐色土 と灰色土 を交互に積み上げなが

ら盛土を行ったもの と思われる。墳丘

の外表には、埴輪・葺石等の施設は存

在 していない。

石  室 石室の主軸は N20° Eを 計る。石室は

右片袖の横穴式石室で、幅1.3m、 長

さ3.7mの長方形の玄室に、幅0.9m、

長 さ3.2mの羨道をとりつけたものであ

る。羨道は外に向けてやや開いてお り

石積みは、そで石 を除き花南岩の自然

石 を横積み し、側壁は、上段へ行 くに

従って石室内へせ り出している。玄室

内の基底石は、羨道内の基底石に比べ

一まわ り大 きい石が用いられている。

羨道内に幅60cm、長さ2.lmの木棺跡

が遺存 していた。木棺には赤色顔料が

塗布 されていたと考えられ、棺の範囲

内に赤色顔料が残っていた。被葬者の

頭位は北で、腰のあた りに刀子が副葬

されていた。

また、玄室内右側壁沿いか ら金

環 と刀子が出土 してお り、ここに

も頭位 を北にした一体が納め られ

ていた と推定 される。

玄室内左半分は破壊 されている

が、ここにさらに一体の被葬者が

安置されていた可能性が高い。 し

たがって 3号墳には、 3体の被葬

者が安置されていたもの と推定さ

れる。

fig.128 羨道内木棺跡

ド

fig。 126 排水清

fig.127 石室 (玄室より羨道をのぞむ )

■|― ■|

ヾヽヽ

幹ヽ|ドヽ

被葬者
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fig。 130 3号墳出土遺物
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3。 出土遺物 遺物はそでから須恵器群がまとまって出土したほか、玄門付近からも鉄製品

が多数出土している。また羨道内からは、轡、帯金具等の馬具が出土している。

玄室内そで付近か らまとまって出土

している須恵器には、魃、提瓶、台付

壼、短頸壺、高17h等 がみ られる。液休

を貯蔵 し、或いはそそ ぐ容器が中心で、

葬送儀礼の際にこれらの上器が用いら

れたと想定される。これら一群の須恵

器がいつの時点でそでに集め られたか

は不明であるが、須恵器の型式か ら推

して、羨道内の最終埋葬の際に、ここ

に集め られたと考えられる。なお、玄

室内か らはこの他に、須恵器lThや 鉄鏃 、

鋲、釘、刀子、被葬者の身につけてい

た金環などが出上 している。

また羨道内から出土 した馬具は、先述 したように帯金具 と轡であるが、原位

置をとどめておらず、散乱 した状態で出土 している。 したがって、これらの馬

具類は、羨道内の最終埋葬に伴 うもの とは思われず、玄室内の第一次埋葬の際

に副葬 されたものと考えられる。

出 土 遺 物 一 覧 表

4。 まとめ  西石ケ谷 3号墳には、先にも述べたように、 3体葬 られていた。 3号墳を築

造 した古代家族の構成員の死に際 し、順次、石室内へ追葬 されていった。 3号

墳の築造は、玄室内に葬 られた最初の被葬者の死に際 して行われた と推定され

る。馬具類は、この第一次被葬者に伴 うものである。石室内に副葬 された須恵

器の型式か ら第一次埋葬から最終埋葬 までの時間幅 は、一型式内に収まるものと

考えられる。 したがって、その年代は 6世紀後半に築造 し、追葬 されていった

もの と考えられる。

fig。 131 そで付近遺物出土状況
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2.

16。 舞 子 古 墳群 西石 ケ谷 6号墳

は じめに 西石ケ谷支群は、神戸市垂水区舞子坂 2丁 目の住宅地に接 して、北か ら南ヘ

緩やかにのびる尾根上に点在する古墳群である。西石 ケ谷 6号墳は、西石ケ谷

3号墳の東20mに 位置 し、西石ケ谷の主尾根か ら派生 した支脈上に立地 してい

る。その標高は56mである。

調査概要

古墳の規  6号 墳は、東側半分が道路によって切断されていたため、西側半分が残存 し
模・形態

てぃるにす ぎない。古墳の北側に裾 を画する掘 り込みがみ られ、それによって

推定 される古墳の形 と規模は、直径12m(高 さは不明)の円墳である。

埋葬施設は、南に開口する右片袖の横穴式石室である。

墳 丘  6号 墳は、花南岩の基岩が露出している場所に築造 されているため、墳丘は

その花南岩 を蔽 うように して盛土 されている。墳丘は、灰色砂質上 と褐色土 を

用いて交互に積み上げているが、砂質土 という性格のため、かな り流失 してい

る。なお、墳丘の外表には、葺石、列石等の施設はみられない。

埋葬施設 埋葬施設は、右片袖の横穴式石室で、石室主軸は N5° Eである。奥壁 と玄室

右側壁 と羨門石 とが残存 していたが、他はすでに失われていた。

漁
ニ

＼
．エ

競峰

fig。 132 西石ケ谷 6号墳全景 (南から)

―- 78 -―

0



fig。 133 西石

ケ谷 6号墳墳 L~

測量図

石室は、長さ44m、幅1 lm以上の玄室に長さ3.4m(幅 は不明 )の羨道をとり

つけたものである。側壁は、基底から第 3段 目まで遺存していたが、第 1石は

長さlm程の巨石が用いられている。使用石材は、花聞岩である。

奥壁の基底と羨門基底とのレベル差が約 lmぁ り、石室床面は築造当初から

このように傾斜していたものと思われる。
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玩Й巖瘍綴
fig。 134 玄室右側壁 と奥壁 (東から)

fig.135 遺物実測図

出土遺物 石室内はすでに床面 まで削平 されていたため、遺物は奥壁隅か ら須恵器 と鉄

製品が出土 したのみである。出土 した須恵器は台付長頸壷 と提瓶であ り、鉄製

品は刃、鉄鉄、釘などである。なお、玄室内攪乱土中か ら金環が 1点出土 して

いる。

まとめ  西石ケ谷 6号墳は、先述 したように、 1号墳か ら 5号墳が存在する尾根か ら

東側の谷に向けて派生 した支脈上に立地 している。この地点は、花南岩の基岩

が露出してお り、古墳 を築造する上では、劣悪な条件下にあったと思われる。

しか し、この地点を造墓地 として選出した背景には、古墳造営の際に受ける

集団間規制が働いたもの と考えられる。 6号墳の築造は、 3号墳の存在を前提

として行われた もの と考えられ、 3号墳 と6号墳は墓域 を共有 した血縁集団の

ものと考えられる。

fig。 136 玄室奥壁遺物出土状況
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17.松野遺 跡

調査経過 市営松野住宅の建設に伴 う試掘

調査によって発見された遺跡であ

る。試掘調査では、弥生時代前期

の木葉文土器が出土 したため、同

時期の遺構の存在が予想された。

しか し、第 1次調査が進むにつれ

古墳時代掘立柱建物址群、柵址が

現われ、古墳時代の遺跡であるこ

とが判明 した。調査は柵内の完掘

を目的 とし、一部保存区域につい

ても実施 した。この保存区域は、

調査終了後、真砂上によって埋め

戻 しを行った。

調査概要 調査区の基本層序は、上か ら現

代整地層、耕土、床土、旧耕土、

旧床土、灰色砂質土 (中世遺物 を

若千含む )、 暗灰褐色泥砂 (古墳

断面観察によれば遺構面である責灰色砂質土 も

中期以前の流れ堆積 と推定 される。試掘の際

の木葉文土器は、この層か ら出土 している。

灰色砂質土か らは中世の遺物が数点出土 し

ているが、これに伴 う遺構は検出されなかっ

た。暗灰褐色泥砂か らは、古墳時代の土器が

若干出上 しているが顕者なものはない。

検出遺構  主な遺構 としては掘立柱建物址 8棟、竪穴
古墳時代 式住居址 1軒、濤 2条 、柵址 4列等が検出さ

れた。

tig。 137 位置図

時代遺物包含層、厚さ 5 cm)、 青灰色砂質土または黄灰色砂質土 (遺構面)の順

である。

遺構面は、標高8.Om付近で、全体に南に向かって緩やかに傾斜し、S B06を

境に東西にも傾斜 している。

しくは責色粗砂は、弥生時代
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fig。 138木葉文土器拓影



建物址はS B03を 除いてすべて南北棟である。ただ し、 S B06は 東側 に縁台

が とりついているようである。この うち SB05は 、両側に棟持柱 をもつ例であ

る。各建物はほぼ同時存在 と考えられる。

柵址 S A01と S A02は 西辺 で柱掘形に切 り合 い関係があ り、 これによると

SA02は 後 出のもの と考えられる。この事実は、柵内の空間を縮小 したことを示

す。 SA02の 南辺 中央には明らかに「門Jの施設が存在 していたと推定され、

SA01の 北辺東隅には、 S A03と で区画 された空間へ至 る通路があったと推預1

できる。なお、 SA01東 辺 、北辺には支柱 と推測される小 ピットがほぼ 1本間

隔に認め られた。

柱掘形は一辺約50Cmの 方形 で、深さは60～ 80Cmを 計る。埋土は責色土 と黒

色土の互層である。柱の直径は約25Cmである。残存 していた柱材は、鑑定の結

果すべてヨウャマキであることが判明 している。

弥生時代  土拡 と井戸が第 1ト レンチの東イ買」と西側で検出された。土拡のプランは不整

形で、深さは30cm程度である。おそらく古墳時代の整地の際に遺構面が削平さ

れたもの と推定 される。住居址は検出されなかった。時期は後期後半 と考えら

れる。

3.出土遺物 古墳時代の須恵器は、中村浩氏編年 の第 I期 5段階にほぼ相当す る。lThが圧

倒的に多く、この時期特有の甕の高率出土傾向は認められない。lThの ヘ ラ記号

は、「×」 と「/」 んゞ数点づつ出土 している。lTNの 大 きさはバラエティに富む。

柱掘形 と濤内出土の遺物 には若子の新 旧関係が認め られるが、全体に時期差

はな く、遺跡の存続期間がそれほど長 くなかったことを窺わせ る。土師器は、

濤内か ら大形甕、小形甕、鉢のセットが出土 している。

弥生式上器は、形態、調整 (甕外面のハケロ、ヘ ラ磨 き)等か ら考えて後期

後半に属すると推測されるが、この地域での比較資料が乏 しいため確定 し難い。

剣形模造品とみられる滑石製品が 1点遺構 面直上か ら出土 している。

4。 まとめ  5世 紀末～ 6世紀初頭 という掘立柱建物が全国でも少かった時期の柵に囲ま

れ、整然 と配置された建物群の検出は、極めて面期的なことである。

特に注 目されるのは、 S B05と S B06の 存在である。宮本長二郎氏の復元に

よるとS B06は 、奈良県佐味田宝塚古墳出上の家屋文鏡の入母屋屋根高床建築

と同一形式 とみ られ、 S B05は 、現在知 り得 る棟持柱 を有する最古の建築址例

で、建築的には伊勢神宮本殿の祖形 として位置付けられている。

近年、群馬県三ツ寺遺跡、原之城遺跡、和歌山県鳴滝遺跡などで古墳時代掘

立柱建物l■群が続々と検出されており、いずれも明確な区画を施 している。

当遺跡の区画も非 日常的な空間である可能性が高い。これらの歴史的背景や

古墳時代集落構造を知る上で、当遺跡にも多くの課題が残されている。
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hg 139 松野遺跡全景
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fig 140 松野遺跡第 1ト レンチ平面図
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141 松野遺跡出土須恵器(2、 14は SDOユ、他はSD02出土)S=1:4

(1～ 4は SD02、 5は S K17出 土 )
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18.滝 ノ奥 遺 跡

.調査経過 滝ノ奥遺跡は、神戸市灘区高羽字滝

の奥に所在する。かつて、当該地か ら

は弥生式上器が採集 され、弥生時代の

遺構が存在するのではないか と考えら

れていた。

ところが当該地にマンション建設計

画が立てられたため、昭和55年 12月 に

試掘調査 を実施 した。その結果、平安

時代のもの と考えられる多量の土師器

・須恵器 と火葬墓・ピッ トを検出した。

そのため、昭和56年 4月 か ら昭和57年

2月 にかけて全面発掘調査 を実施 した。

Fig.144 滝ノ奥遺跡遠景

2.調査概要 検出した遺構は、経塚 1、 掘立柱建物址 2、 大葬墓 14、 ピット多数である。

経 塚  経塚は、調査区北西か ら検出された。近世以降の開墾によって、上部が削平

されていた。そのため経塚の上部構造 と規模は不明瞭であるが、東方 と南方で

判断すると、一辺約 3.8m程の もの と考えられる。その中央か らやや北寄 りに

1.lm× 1.4mの 台形状の掘形があ り、そこに経筒を埋納する石室を造営 し、そ

の周辺に刀子・合子・和鏡 を埋納 している。

石室は、底石 をおき南側、東側の側壁をおいて構築 し、その際に和鏡 を埋納
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するスペースをわずかに底石横に残している。その後、北側、西十貝」の側壁を底

石の上にのせ、その裏にやや小振 りの石をつめ、土を掘形内に充装 している。

なお、南側、東側のイ貝」壁の裏には殆ど石をつめていない。
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fig。 145 調査地全景
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